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第一章　『閉ざされた夢への道』












　耳に届く重低音。徐々にスピードを上げて滑走路を駆け抜けていく飛行機から感じる風圧。

　地面から離れ空高く飛び立っていく大きな翼を眺める瞬間が、子供の頃から大好きだった。それは彼も同じ。

「いつか絶対ふたりであの飛行機に乗ろうな」

「うん！」

　その夢は、いつしかお互いの将来の夢へと変わっていった。

　彼はパイロットに。そして私はＣＡになりたい。どこまでも繋がっている広い空と、一番近い場所へ飛んでいく飛行機に関わる仕事がしたい。

　それが私たちの夢だった。






　早朝、五時前。

　更衣室で制服に着替え、鏡を見ながら首にスカーフを巻く。最後にうしろできっちりまとめた髪が乱れていないか、メイクの崩れはないか確認し、笑顔を作った。

「よし、今日も一日がんばろう」

　気合いを入れて、まだお客様がいない空港内を突き進んでいく。ふと窓の外を見れば、各航空会社の飛行機が見えて足を止めた。

　ここは、一日平均約十六万人が利用する羽田空港。大手航空会社に就職した私、永山ながやま優奈ゆうなの大好きな職場だ。

　勤め始めて四年目になるけれど、毎日が新鮮で一日のはじまりは今もドキドキする。

　それは二十六歳の大人になった今も、子供の頃のように飛行機が大好きだからかもしれない。

「優奈先輩ー！」

　飛行機を眺めていると、背後から聞こえてきた声。ヒールのあるパンプスで走ってくるのは、ひとつ下の後輩、森宮もりみや香か蓮れんだ。

「おはよう、香蓮ちゃん」

「おはようございます」

　私の前までくると、愛らしい笑顔で挨拶をしてきて、同性ながらキュンとしてしまう。

　身長、百六十三センチの私とは違い、香蓮ちゃんは百五十五センチと小柄で、守ってあげたくなるようなタイプ。おまけに仕事に一生懸命で可愛くて、私の癒し的存在となっている。

「今日も忙しい一日になりそうですね」

「そうだね」

　今日から三連休。旅行に出る人が多い。

　香蓮ちゃんと出発受付カウンターに向かっていると、ピンと背筋を伸ばし、スーツケースを引いてこれからフライト予定の客室乗務員である、ＣＡたちとすれ違った。

　もう四年も経っているのに、少しだけ夢を捨てきれず胸が痛む。

　私は今、グランドスタッフとして働いている。主な業務はチェックインカウンターで航空券の発券や荷物の受け取り、座席の指定、乗り継ぎの案内などを行なう『搭乗手続き』と、航空機が時間通りに出発できるように、搭乗ゲートにて乗客の案内を行なう『搭乗案内』だ。

　他にも電話対応やトラブルなど、各種問い合わせも担う。一分一秒も遅らせることなく安全に飛行機を出発させられるようにするのが、私たちグランドスタッフの仕事だと思っている。

　大変な仕事だけれど、毎日新たな出会いがあり、お客様に感謝をされると嬉しくて……。とてもやり甲斐のある仕事だと思っている。――なんて思えるようになるまで、だいぶ時間がかかっちゃったけど。

　本当はＣＡとして入社した。ずっと夢だった。大好きな人と一緒に空へと繋がっている仕事をすることが。そのために幼い頃からお互い努力してきた。

　だけどその夢は、私だけ途絶えてしまったんだ。

　大学で四年間、ＣＡに必要な外国語などを学び、夢と希望を胸に入社。それから基礎知識やスキルを身につけるため、約三ヵ月に及ぶ地上訓練とフライト訓練がはじまった。

　しかし訓練も終盤に差し掛かった頃、緊急事態が発生した際の対応と、機内からの脱出訓練中に私は誤って落下。

　幸い足の怪我だけで済んだ。日常生活をする上ではとくに問題はないが、飛行中は気圧の変化を大きく感じ、それによって痛みが出る可能性がある。

　また、非常時に乗客を助けることができず、自分の命も危険にさらすかもしれない。

　その理由からＣＡとして働くことを、医者から止められた。

　それでも簡単に夢を諦めることはできなくて、必死にリハビリに励んだ。でも思いっきり走った時や、疲れた時には痛みが出てしまう。

　この足ではＣＡになれないことは、私自身が一番理解できた。そう頭ではわかっても、心はすぐに追いつかなくて、どれだけ泣いただろうか。

　そんな私を救ってくれたのは、彼だった。

「あ、優奈先輩！　前！」

「えっ？」

　歩いていると、香蓮ちゃんは急に興奮しながら私の肩を揺すってきた。そして必死に指差す方向に目を向けると、肩に金色の三本ラインが目を引く、パイロットの制服に身を包んだ彼が、フライトバッグを手にこちらに向かってきた。

「おはよう、優奈」

「……おはよう」

　立ち止まって私に優しく笑いかけたのは、我が社の副操縦士であり、私の恋人でもある登坂とさか広大こうだいだ。

　身長百八十センチの長身で、清潔感のある黒の短髪。程よく筋肉がついた彼がパイロットの制服を着ると、思わず目を奪われるほどよく似合う。まるで航空会社のイメージモデルのようだ。

　広大は大学を卒業後、狭き門を潜り抜け、自社養成パイロットとして入社。一年半ほど地上勤務につき、グランドスタッフとしてはもちろん、営業部門や整備部門などで幅広い知識を身につける訓練に従事。

　地上勤務後、副操縦士になるための訓練がスタートした。学科の勉強からはじまり、米国での実機訓練を経て、事業用操縦技能証明を取得。

　さらに計器飛行証明や陸上多発限定取得といった基礎訓練と、副操縦士昇格訓練を経て、社内の審査にトップの成績で合格し副操縦士となった。

「今日はどこ？」

「これから千歳へ行ってそのままリターン。その後、熊本へ飛んで今日は向こうに泊まり。……明日の夕方、戻ってくる」

「……そっか」

　副操縦士となった広大は、国内線から乗務を開始し、離着陸の経験を積み、国際線要員に任命されるために、忙しく国内を飛び回っている。

　私も早番、遅番の勤務体制で、その日のシフトによって国際線と国内線カウンターを行ったり来たりする。だからこうして同じ航空会社に勤めていても、毎日会えるわけではない。

「今度会えるのは、一週間後か？」

「うん、そうだね」

　お互いの休みが合うのは滅多にない。何週間も会えない日が続くことも当たり前。寂しくもあるけれど、仕方のないこと。

「それじゃ、また連絡する。……あまり無理するなよ？」

「広大もね」

　手を振ってこれから搭乗する彼を見送ると、静観していた香蓮ちゃんが深いため息を漏らした。

「あ～もう！　なんてお似合いなふたりなんでしょう!!」

「えっと……ありがとう」

　香蓮ちゃんは私と広大が一緒にいるところを見ると、毎回同じことを言ってくる。そのたびになんて答えたらいいのかわからなくて、照れくさくなるんだよね。

　歩を進めると、すぐに彼女もついてきた。そしてうっとり顔で続ける。

「登坂さんと優奈先輩、幼なじみだったんですよね？　それで高校三年生の頃からずっと付き合っているとか、超憧れます！」

　興奮気味に言われ、また「ありがとう」と言うしかない。

　香蓮ちゃんの言う通り、私と広大は同い年で家が隣同士の幼なじみ。親同士も仲が良く、兄妹のように育った。

　家のすぐ近くに空港があり、毎日のように一緒に飛行機を見に行っていた。お互い飛行機が大好きで、一日中いたこともあった。

　成長するにつれて広大はパイロットに、私はＣＡになりたいと願うようになったんだ。

　思春期の頃は友達の手前、常に一緒にいることはなかったけれど、学校の外では昔と変わらずふたりで過ごした。

　高校三年生の時に私たちの関係は幼なじみから恋人に変わり、喧嘩をしながらも楽しい時間もつらい時間も共に過ごし、絆を深めてきた。

　ふたりとも内定をもらえた時は、子供みたいに大喜びしちゃったよね。でも今まで生きてきた中で一番うれしい瞬間だった。

　だって幼い頃から語り合ってきた夢に一歩近づけたのだから。さらに広大から内定通知をもらった時に、『お互い夢を叶えたら、プロポーズするから。だからこれからもずっと一緒に夢を追いかけていこう』と言われたから余計に。

　それなのに私だけ道が閉ざされてしまった。すごくつらくて、何度泣いただろうか。

　それでも立ち直れたのは、広大のおかげ。事故の知らせを聞きつけてすぐに病院に駆けつけてくれた彼は、優しく私を慰めてくれた。

『事故のことは悔しいと思う。でもごめん。事故の知らせを聞いた時、生きた心地がしなかった。……だからこうして生きている優奈を抱きしめることができて心から安心できたよ』

『ずっとそばにいるから。つらい気持ちも悲しい気持ちも、全部俺に吐き出せばいい』

　抱きしめられながら伝えられた言葉に、私は涙が止まらなかった。

　広大の言葉に元気をもらい、懸命にリハビリに励むことができた。医者には止められたけれど、がんばれば夢は叶うとまだ信じていたんだと思う。

　でもがんばればがんばるほど、現実を思い知るようになる。あぁ、本当に私はもうＣＡになることはできないと。

　忙しい中、時間を作り、寄り添って励ましてくれた広大に八つ当たりしたこともあった。

　それでも広大は私を見放さずにいてくれたんだ。

『俺が優奈を空に連れていくから。これからも一番近くで共に夢を叶えていこう』

　この言葉に、完全に夢が絶たれたわけではないと気づかされた。

　空が好き。飛行機が好き。幼い頃抱いた気持ちをずっと持ち続けてきた。

　飛行機に関わる仕事は、実際に搭乗するパイロットやＣＡだけではない。私にできることはまだあるはず。

　前向きになった私はよりいっそうリハビリに励み、グランドスタッフとして新たな一歩を踏み出した。

　空へと続く玄関口で、すべてを支える側に立ちたいという新たな夢を抱いて。

　こうして充実した毎日を過ごせているのは心強い後輩の香蓮ちゃんや、頼りになる上司、そしてなによりも広大のおかげ。

　だから今度は私が広大を支える番だと思っている。最終目標である機長になるまで、一番近くで応援したい。

「また今度、登坂さんとの恋バナ聞かせてくださいね。……あ、もちろん私の話も聞いてください」

「うん、わかったよ。約束ね」

　受付カウンターに着くと、さっそくお客様を迎える準備を進めていく。

「優奈先輩、今日も無事に飛行機を飛ばしましょうね！」

「そうだね」

　気合い十分な香蓮ちゃんにクスリと笑みを零してしまう。

　今日もきっと、様々なことがあるはず。時には予想だにしないことが起こったりもする。だけどどんなトラブルが起きても、定刻通り飛行機を飛ばすのが私たちの仕事。

　この日も笑顔でお客様を出迎えた。

















第二章　『彼の背中が遠い』












　遅番のこの日。夕方に休憩をもらってやって来たのは社員食堂。

　夜まで続く業務に備えてもりもり煮魚定食を食べながら、広大から送られてきたメッセージを見るとがっくりしてしまう。

「もう一ヵ月も会えていないな」

　ボソッと呟きながら、テーブルに広げたシフト表に目を向けた。

　先日、半年後に寿退社する予定だった同僚の妊娠が発覚。つわりがひどく、入院することになってしまった。上司からはおそらくそのまま退社という形になると聞いている。

　おめでたいことだし、仕方のないことだとわかっている。でもひとり抜けるとシフトが大幅に変更となり、せっかく合わせた広大との休日に出勤することになってしまった。

　これまでにも、一ヵ月以上会えないことなんて何度もあった。寂しかったけれど、連絡は取り合っていたし、なにより気持ちは繋がっていると自信があったから乗り越えられてきた。

　だけど今は、会えない時間が胸の中に芽生えるモヤモヤを増殖させている。それというのも……。

「優奈先輩、見てくださいこれ！　またＳＮＳにアップしてましたよ！」

　時間をずらして後から休憩に入った香蓮ちゃんは、カレーライスが乗ったトレーをテーブルに置くと、私の隣に座りスマホを見せてきた。

「これです、これ!!」

　すごい剣幕の彼女に見せられたのは、同期でＣＡとして働く如月きさらぎ美穂みほのＳＮＳ。

　どこかのレストランで撮ったと思われる写真には、如月さんの他に見覚えのあるＣＡたち。そして不機嫌そうな広大と、彼がなにかとお世話になっている機長の八村はちむら健一けんいちが笑顔で写っていた。

「なにが〝ステイ先で素敵なメンバーと〟ですか！　絶対目的は登坂さんですよ！　その証拠に隣でべったりくっ付いているじゃないですか！」

　スマホに向かって文句を言う香蓮ちゃんの隣で、ジッと投稿された写真を眺めてしまう。

　如月さんとは同期で、私が怪我をするまで一緒に訓練を受けていた。思ったことをはっきり言う性格で、そんな彼女にちょっぴり憧れていた。

　私も自分の意見は相手に伝えられるほうだと思うけれど、如月さんほどではない。常に自分の意見を主張し、独自のスタイルを貫く姿勢は羨ましくもあった。私はどうしても周囲の目を気にしてしまうから。

　それに悔しいけれど、同期の中で一番優秀だった。ＣＡとしての振る舞いはもちろん、語学も堪能で英語の他に中国語やロシア語も話せる。

　そんな彼女は、入社当時から周囲にパイロットと結婚するのが夢だと言っていた。私も何回か耳にしたことがある。

　その結婚相手候補に、どうやら広大がロックオンされたようで……。

「いいんですか、優奈先輩！　このまま如月さんを野放しにしておいて!!」

「えっと……ほら、みんな同じ宿泊先だから一緒に食事へ行こうって話になったんじゃないかな？　それにふたりっきりじゃなくて、大勢でだし」

「まぁ……優奈先輩一筋の登坂さんですから、女の子大好きな八村機長に無理やり連れていかれたんでしょうけど」

　ブツブツと文句を言いながら、パクパクとカレーを口に運んでいく香蓮ちゃんに苦笑い。

　でも私も同じ予想をしている。八村機長は、当時の最年少記録を塗り替えて機長に昇格したエリート。三十九歳だけれど、実年齢よりずっと若く見える。

　独身で女性関係が激しい。空港内で働く女性には、一通り声をかけているのではないだろうか。でも気さくで優しい人でもあり、広大も尊敬していると言っていた。

　そんな先輩から食事に行こうと誘われたら、断れないよね。……なんて頭では理解していても、心の中にモヤモヤが蓄積されていく。

　広大が副操縦士になると、如月さんはあからさまに彼に近づきだした。私と広大の関係を知っていながらだ。

　そりゃ私たちはまだ結婚していないし、法律的には問題ないのかもしれないけれど……でも普通、恋人がいる男性をロックオンする？　短い間だったけれど、私とは一緒に訓練を受けた顔見知りの仲なのに。

　広大はまったく相手にしていないし、私だって彼を信じている。でも会えない時間が不安を大きくもさせている。

　こうして私たちが会えない間、如月さんは広大と同じ便に搭乗して、一緒に仕事をしている。宿泊先だって同じで、私より彼と過ごす時間が多い。

　こんなこと考えたくないけど、広大……心変わりしないかな？　やっぱり一緒に過ごす時間が多いか少ないかってすごく重要なことだし、仕事に関しては、如月さんのほうが話が合うでしょ？　地上勤務の私にはわからない苦労もあると思うから。そういうのをわかり合うことはできない。

　最近こうしてひとり卑屈になって、悪い方向にばかり考えちゃっている。付き合いが長い分、何度も不安に思うことはあった。でも、ここまで不安になるのは初めてかもしれない。

　ついため息を零すと、香蓮ちゃんが慌てて言った。

「大丈夫ですよ、優奈先輩！　登坂さんが如月さんを好きになることはあり得ませんって。むしろそんなことになったら、私が許しませんから！」

　私の気持ちに寄り添い、怒ってくれる香蓮ちゃんに頬が緩む。

「ありがとう。……心強い味方がいてくれてうれしい」

「当たり前です！　私はなにがあっても、優奈先輩の味方ですからね!!」

　香蓮ちゃんの笑顔を見ると、モヤモヤが薄れていくよ。

　きっと今は会えない日が続いているから、こんなに不安になっているだけだよね。会えば不安なんて吹き飛んじゃうはず。

　気持ちを切り替えて、午後の勤務にあたった。






「優奈先輩、次の便に登坂さん乗っていますよ。少しでも会えるんじゃないですか？」

「すごい情報通ね、香蓮ちゃん」

「優奈先輩のためですから」

　那覇空港発の便に搭乗しているお客様を迎えるため、空港内を移動していると、香蓮ちゃんが得意げに言ってきた。

「最後の乗客を迎えて、さらには機長たちが降りてくるまで待っていましょう！」

「それはだめ。お客様を迎えたら最終便の受付業務があるでしょ？　すぐに戻らないと」

「えぇー、急いで戻れば大丈夫ですよ」

「だーめ。ほら、位置について。そろそろお客様が降りてくるから」

　なんて香蓮ちゃんに言いながら、本音はひと目でもいいから会いたい。でも今は勤務中。グッと我慢して帰着されたお客様ひとりひとりにお辞儀をしていく。

　そして最後のひとりを見送った後、彼女と共にすぐに受付カウンターへと急いだ。

　香蓮ちゃんはカウンターに立ち、手荷物の受け取りを。私は機械で搭乗受付されるお客様の案内業務につく。

　無事に予約客全員の搭乗受付を済ませ一息ついた時、ふと周囲に目を向けると、パイロットの制服が見えた。

　パイロットが空港内を歩いていると、一際目立つ。それが背の高い広大だと余計に。

「広大……」

　手を挙げて声をかけようとしたものの、すぐに引っ込めた。だって如月さんが隣にいたから。

　広大は真っ直ぐ前を見据え、如月さんの話に相槌を打っているだけ。でもパイロットの彼とＣＡの彼女。おまけに美男美女。こうして傍から見るととてもお似合い。

「見て、あのふたり。パイロットとＣＡのカップルかな？」

「お似合いだね。憧れるー」

　私と同じように見ていた人たちが話しているのが聞こえてきて、遠く離れていくふたりに、もう一度目を向けた。

　私だって怪我さえしなければ広大の隣に立って空港内を歩き、同じ飛行機に乗っているはずだった。

　どうして私、怪我なんてしちゃったんだろう。ずっとＣＡになるのが夢だったのに……。

　長時間立ちっぱなしで、時には空港内を走り回るグランドスタッフの仕事でも、一日の業務の終わりが近づくとその日によって足が痛む時がある。

　これではＣＡにはなれない。一度納得して新たな道へ進んだはずなのに、こんなことを考えてしまう自分が嫌だ。

　すぐに目を逸らし、必死に頭の中から焼き付いて離れないふたりの姿をかき消した。






　それから一時間後、無事に遅番勤務を終え、香蓮ちゃんと更衣室で着替えを済ませ空港を後にした。

「それじゃ優奈先輩、お疲れ様でした」

「うん、お疲れ様。明日はゆっくり休んでね」

「ありがとうございます。優奈先輩は明日一日、がんばってくださいね！」

　電車で通勤している私とは違い、自家用車で通っている彼女を見送った後、駅に向かう前にスマホを確認した。

　広大はもう家だよね。明日は休日だと言っていたけれど、夜遅い時間だし寝ちゃっているかな。

　すると広大からメッセージが届いていた。【おやすみ】かもしれない。

　タップして送られてきたメッセージを目で追う。

【お疲れ様。帰り送っていくよ。駐車場で待ってるから連絡して】

「嘘……」

　駐車場に向かいながら電話をかけると、すぐに広大の声が耳に届いた。

『お疲れ、優奈』

　久しぶりに聞く広大の声に、なぜか泣きそうになる。

「お疲れ。待っててくれたの？　ごめんね、疲れているのに」

　いくら明日が休みでも疲れているでしょ？　想像以上に気力も体力も使うはずだもの。

　駐車場に着き、周囲を見回して広大が運転するワンボックスカーを探す。

『大丈夫、少し車の中で寝ていたから。……それに俺がもう限界だった。優奈に会えないのが』

「広大……」

『優奈、うしろを見て』

「えっ？」

　言われるがまま振り返ると、そこには私と同じようにスマホを耳に当てた広大が立っていた。

「遅くまでお疲れ。足は大丈夫か？」

　街灯に照らされた広大は、優しく微笑みながら私を気遣う。

　ずっと会いたかった彼が目の前にいる。ここはまだ会社の駐車場だということも忘れ、気づいたら広大に向かって走りだしていた。

「優奈っ……！」

　だけど彼は途端に焦り、慌てて私のもとへ駆け寄ってきた。そして心配そうに私の身体を支える。

「走り方がおかしい。……足、痛むんだろ？」

　どうしよう、泣いてしまいそうだ。誰にも気づかれないことも、広大にだけは気づかれてしまう。……昔からそう。広大にだけはどんな嘘もつけない。

「つかまって」

「えっ……あ、うん」

　言われるがまま彼の肩に手を乗せると、広大は私の肩と膝裏に手を回し、軽々と抱き上げた。

「きゃっ!?」

　突然宙に浮いた身体に、悲鳴にも似た声が漏れてしまう。そんな私を横抱きしたまま彼はスタスタと歩を進めていく。

「ちょ、ちょっと広大、ここまだ会社！　恥ずかしいから」

　遅い時間といえど、駐車場にはまだ何台も車がある。いつ、空港の職員が通るかわからないのに。

「べつに見られてもいいだろ？　俺たち付き合っているんだから」

「それはそうだけど……」

　目が合うと微笑む広大。少しだけできる目尻の皺が彼の優しさを物語っているようで、昔から広大の笑った顔が好きだった。

　もう付き合って八年になるのに、今も一緒にいるとドキドキさせられてばかり。

「それより足は大丈夫か？　明日も仕事だろ？」

「うん、大丈夫。帰って休めば痛みも引くし、明後日は休みだから」

「でもあまり無理するな。……心配だから」

　広大は誰よりも私のことを応援してくれて、そして心配してくれる。そのたびに好きって気持ちが大きくなっていること、広大は知っているのかな？

　愛しい気持ちが溢れて止まらなくなり、ギューッと彼にしがみつこうとした時、慌てた声が聞こえてきた。

「え、優奈ちゃん？　どうしたの!?」

　広大は足を止め、私はすぐさま手を引っ込めて声のしたほうを見ると、こちらに駆け寄ってきたのは八村機長だ。

「足が痛むの？　これから病院に行くのか!?　だったら俺が運転するよ」

　心配する八村機長に慌てて答えた。

「大丈夫です、ちょっと疲れると足に痛みが出ちゃうのはいつものことなので。……広大、もう大丈夫だから」

　さっきまでお姫様抱っこされてドキドキしていたけれど、こうして知り合いに出くわすと、やっぱり恥ずかしい。だから降ろしてとお願いしたものの、広大に「だめ」と却下されてしまった。

「車までまだ距離があるから」

「いや、でも……」

　八村機長だけじゃなく、他の人にも見られる可能性があるのに。

　お互い引き下がらないでいると、私たちを見ていた八村課長は声を上げて笑いだした。

「アハハッ！　登坂は優奈ちゃんのこととなると、冷静さを失うよな。……大丈夫だって言ってるんだから降ろしてあげればいいのに」

「いいえ、優奈は大丈夫じゃなくても大丈夫と言うので」

　はっきり言う広大に、八村機長はまた笑う。

「そうかそうか。……優奈ちゃんのことが大好きでたまらないんだな」

　うんうんと頷きながらポンと肩を叩かれると、さすがの広大も狼狽えた。

「そういうことを言わないでくれますか？　たくさんの女性と関係を持っている八村機長とは違い、優奈だけを愛して大切にしたいだけですから」

　うれしいことを言われてドキッとしたものの、心配になる。上司にそんなことを言っちゃって大丈夫なのだろうか。

　ハラハラしていると、広大の話を聞いた八村機長は片眉を上げた。

「なかなか言ってくれるね。俺だって優奈ちゃんみたいな可愛い運命の相手と出会えたら、一途に大切にするさ」

　そう言うと八村機長は、なぜかチラッと私を見た。

「それにお前だってどうなんだ？　本当に優奈ちゃんひとりを大切にできているのか？」

「……どういう意味でしょうか？」

　広大が怪訝そうに尋ねると、八村機長は私を見つめながら言う。

「優奈ちゃんのことしか見えていないだろ？　もう少し視野を広く持て。飛行機の操縦と同じだ。同じ方向ばかり見ていると、思いがけない危険に気づけない。事が起きてからでは遅いんだからな？」

　意味ありげな物言いに、心がざわつく。

　もしかして八村機長は、如月さんが広大に近づいていることで私が不安になっていることに気づいている？

　確信を突いてこないけれど、八村機長は如月さんが広大に好意を寄せていることを、知っているのかもしれない。

　思わずジッと見つめていると、八村機長は私に向かってウインクしてきたものだから余計に。

「肝に銘じます。では俺たちはこれで。お疲れ様でした」

　広大は再び歩を進めたものだから、私も慌てて八村機長に挨拶をした。

「あ、ご心配いただきありがとうございました！　お疲れ様でした」

「お疲れ。またね」

　八村機長は私たちに向かって手をひらひらさせた。

　徐々に小さくなっていく姿を確認し、広大に声をかける。

「ねぇ、大丈夫なの？　八村機長にあんなことを言ったりして。……尊敬する上司なんでしょ？」

　それなのに、『たくさんの女性と関係を持っている八村機長とは違い……』だなんて。

　心配する私を余所に、彼はシレッとしている。

「俺は事実を述べたまでだ。上司としては尊敬しているが、同じ男として不特定多数の女性と関係を持っていることに対しては理解できない」

　きっぱり言うと、広大が乗っている黒のワンボックスカーの鍵を開けて、助手席に私を乗せた。

「言っておくけど、さっき八村機長に言った言葉は全部が事実だからな？　……俺が大切にしたい女性は優奈ひとりだけだから」

　甘い言葉を囁きながら髪を撫でられ、心臓を鷲掴みされたように苦しくなる。

　改めて言われちゃうと、どう反応したらいいのかわからない。ただ胸が苦しくてなにも言えずにいると、私の気持ちを察したのか広大は最後にクシャッと私の髪を撫でた。

「帰ろう」

　そっとドアを閉めると、運転席に乗った広大は車のエンジンをかける。空港から出て道路を突き進む車内で、私の胸の鼓動はいまだに高鳴ったまま。

　私ってつくづく単純な女だと思い知る。広大に会うまでは、あんなに不安になっていたのに、こうして会ってうれしい言葉をもらえると安心できちゃうのだから。

　でも広大のことが好きって気づいた中学一年生の頃から、ずっと同じことを繰り返している気がする。

　広大の言動ひとつに心は大きく揺れ、うれしくなったり悲しくなったりしていたよね。

　それは彼のことが好きな限り、この先もずっと続いていくことなのかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、広大は思い出したように言った。

「そうだ、優奈。たしかシフト変更で二週間後の土曜日、休みになったって言っていたよな？　俺も休みだから、久しぶりにどこか行かないか？」

「行く！　……行きたい」

　思わず大きな声が出てしまう。だって広大とデートするのは、久しぶりだもの。

　うれしい気持ちを抑えられずにいると、広大はクスリと笑った。

「ゆっくり映画を観て、買い物でもしようか」

「いいね、それ」

　本当に私ってば単純すぎる。さっそくバッグの中からスマホを手に取り、今、なんの映画が上映されているのかチェックしているのだから。

　公開予定作品も見ていると、信号が赤になる。

「なぁ、優奈」

「ん？　なに？」

「俺はこれから先もずっと、優奈のことを大切にしていきたいと思っている。……でも、さ。そう思っていても、八村機長の言う通り、俺の知らないところでお前のことを不安にさせたり悲しませたり、嫌な思いをさせていないか？」

「えっ？」

　思いがけないことを聞かれ顔を上げると、広大の切れ長の瞳が揺れた。

「優奈は昔から俺や友達に、言いたいことがあってもよく我慢していただろ？　……会えない分、不安になるんだ。俺がいないところで優奈がつらい思いをしていないか」

「広大……」

　自分のことで精いっぱいのはずなのに、こうして私のことまで気遣ってくれるなんて……。

　彼の優しさを感じ、また好きって気持ちが大きくなる。

　不安に思うことなんてないじゃない。だって広大は私のことを大切にしてくれている。

　如月さんと一緒に歩く姿はとてもお似合いだった。それに彼女のほうが、仕事のつらさや大変さを、よりわかり合うことができると思う。

　それに比べて私は彼を心配させてばかり。……でも伝えてくれた言葉がすべて真実だって信じていいよね。

　信号が青に変わり、再び車を発進させた彼に伝えた。

「大丈夫だよ。仕事も順調だし、グランドスタッフのみんなと楽しくやってる。……それにこうして心配してくれる素敵な彼氏がいるから、毎日幸せだよ」

「優奈……」

　素直な気持ちを伝えたのはいいけど、思いの外恥ずかしくなる。

　広大はいつも、どんな思いで甘い言葉を囁いてくれるのだろうか。恥ずかしくならないのかな。

　居たたまれなくなっていると、広大は急にハザードランプを点けて路肩に停車した。

「え、広大……？」

　不思議に思っていると、余裕ない表情でシートベルトを外した。そして私の肩に腕を回すと一気に引き寄せられる。

「えっ？　んっ」

　強引にくちづけされ、甘い声が漏れる。唇を触れ合わせたまま、舌で優しく舐めると、緩んだ唇をこじ開けるようにして、広大の舌が私の口の中に入り込んできた。

　濡れた舌に絡めとられ、唾液の混じり合う音が立つ。きつくすわれ、逃げてもすぐに捕まって甘く蕩けるほど深く私の口内を犯していく。
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　いつもは優しい広大だけれど、こういう時はちょっぴりイジワルで、呼吸さえままならないほど激しいキスをする。

　どれほどくちづけを交わしていただろうか。名残惜しそうに広大の唇が離れた頃には、すっかり私の呼吸は肩を上下させるほど上がっていた。

　そんな私を見て広大は満足げに目を細める。

「キスしたくなることを言った優奈が悪いんだからな」

　そう言ってもう一度触れるだけのキスをすると、シートベルトを締めて再び車を走らせる。

　キスひとつで、幸せな気持ちでいっぱい。もう不安になっていた自分がバカみたい。

　呼吸を整えながらチラッと運転する彼の横顔を盗み見すると、どこか上機嫌。

　広大も私と同じで、会えないと不安になって、会えたらそんな不安なんてどこかに飛んでいって……。触れ合ってキスをしただけで幸せな気持ちになっているのだろうか。――そう、だといいな。

「今度のデート、楽しみにしているね」

「俺も楽しみにしてるよ」

　その証拠に大きな手が優しく私の頭を撫でた。

　うん、広大の気持ちを信じよう。

　その後、自宅まで送り届けてもらい、帰っていく彼の車を見送りながら、二週間後のデートを思いっきり楽しもう、いつもみたいに足のことで心配かけたり、迷惑かけたりしないように気をつけようと心に決めた。






「うーん……これじゃちょっと……」

　クローゼットの中から引っ張り出した洋服をベッドの上に広げて、さっきから着ては脱いでを何度繰り返しているだろうか。

　楽しみがある二週間はあっという間に過ぎ、デート当日を迎えた。

　彼が迎えにきてくれるのは十時だというのに、六時には目が覚めてしまい、ずっと出かける準備をしている。

　そういえば広大とデートするのは、何ヵ月ぶりだろう。休みが合っても前日の疲れが残っていて、次の日のことを考えたりすると、大抵おうちデートになってしまう。

　ふたりでまったりするのも好きだけど、場所は決まって実家暮らしの私の部屋。

　お母さんは専業主婦で家にいることが多いし、広大のことが大好きだから何度も部屋に来るしで、正直ふたりっきりの時間をあまり満喫できない。

　でも今日は違う。ふたりの時間をたっぷり楽しめるよね。

　これからのことを考えると、自然と頬が緩む。鏡に映った自分の顔が視界に入り、ますます口角は上がるばかり。

　デートだもの、やっぱりスカートで行こう。黒のロングスカートの上に合わせるのは、同い年なのに大人っぽい広大の隣を歩いても幼く見られないよう、きれいめのトップス。

　髪も緩く結んで、メイクは仕事中とは違い、ナチュラルにして……。

　そうこうしている間に、そろそろ広大が迎えにくる時間になろうとしていた。

「うん、変じゃないよね」

　最後にバッグを手に持ち、全身コーディネートの最終確認をする。歩いても疲れないよう、ヒールのないパンプスを履いていこう。

　そんなことを考えながら自分の部屋を出てリビングへ向かうと、テレビを見ていたお母さんがオシャレしている私を見て、からかってきた。

「いつも以上に気合いが入っているわね。今日は広大君とデートなの？」

　わかっているくせにわざわざ聞いてくるお母さんに、照れくさくなる。

「そうだよ。ご飯はいらないと思う。二十二時には帰ってくるから」

　リビングで広大が来るのを待っていようと思ったけれど、これ以上ここにいたら、ずっとお母さんにからかわれそうだ。

　リビングのドアノブに手をかけた時、お母さんが陽気な声で言った。

「優奈も広大君もちゃんとした大人なんだから、泊まってきてもいいのよ？」

　ドアノブを掴んだまま身体が強張る。そんな私の背後でお母さんは続けた。

「ふたりとも真面目すぎ。それになかなかゆっくり会う時間がないんでしょ？　もっとふたりの時間を大切にしたらいいのに」

　そんなの、私が一番思っているよ。もっと広大と一緒にいたいって。でもそれは叶わないこと。今はただ、我慢するしかないんだ。

　お母さんはお母さんなりに、私たちのことを考えて言ってくれているとわかっている。

　だからこそ必死に自分を落ち着かせ、笑顔で振り返った。

「広大が今、一番大切な時期だって前に話したでしょ？　……広大の邪魔をしたくないの。それにご心配なく。会えなくてもちゃんと連絡は毎日取り合っているから」

　いつになく早口で捲し上げ、ドアを開けた。

「それならいいけど。……気をつけてね」

「うん、行ってきます」

　逃げるように家を出て空を見上げると、どんより曇り空が広がっていて、青空を拝めそうにない。

　周囲を見回すと、広大はまだきていないようだ。時間を確認すると十時まであと十分もある。

　ちょっと早く出てきちゃったかも。

　木製の門扉の前に立ち、おもむろに見てしまうのは隣の家。広大の実家だ。

　生まれた時からずっとお隣さんだった。でも広大は、副操縦士に昇格と同時に空港近くに引っ越した。

　うちから通うと空港まで三十分近くかかっちゃうし、当然だと思う。……でも今まではすぐ会いに行ける距離にいたのに、今は会いたいと思ってもすぐに会うことができない。それがすごく寂しく思う時がある。

　センチメンタルな気持ちになっていると、見覚えのある車が近づいてきた。

　そうだ、今日は久しぶりのデート。寂しいとか不安とか、そんな気持ちにならずに一日楽しもう。

　私の目の前で車を停車させると、運転席から広大が降りてきた。

「おはよう、優奈。ごめん、待ったか？」

「おはよう。……ううん、私も今さっき家を出たところ」

　わざわざ運転席から助手席まで回ってきてくれた広大の今日の服装は、白いＴシャツに淡いブルーのジャケットを羽織り、黒のチノパン姿。

　昔から広大はビビッドなカラーより、やわらかいアースカラーが似合っていた。大人になった今はもっと似合っている。……本当に素敵で、彼が自分の彼氏なんだって思うと胸の奥がむず痒くなる。

　すっかり見惚れていると、広大は私を見て目を細めた。

「今日の優奈、一段と可愛いな」

「えっ？」

　ドキッとするようなことを言うと、私の耳元にそっと顔を寄せた。

「俺のためにがんばって可愛くしてきてくれたんだろ？　ありがとう」

「……っ！　ちょっと、広大!?」

　絶対わざと耳元で囁いたよね？　その証拠に照れる私を見て必死に笑いをこらえているもの。

　ジロリと睨むと、「ごめんごめん」なんて言いながら助手席のドアを開けてくれた。

「早く行こう。時間がもったいない」

「……うん」

　私が乗ったのを確認すると、ドアを閉めてくれた彼が運転する車で映画館へと向かった。






　ふたりで悩んで決めたのは、動物と人間の絆を描いた感動作品。私も広大も動物が好きだから、観るのを楽しみにしていた。

　映画は想像以上に感動的で、途中何度も泣いてしまった。それはエンドロールが終わってからも。

「優奈、泣きすぎ」

　館内の明かりが灯され、次々と観客が退出していく中、私は涙が止まらずなかなか立ち上がれずにいた。

「だって……最後あぁなるなんて思わなかったじゃない？」

「それはそうだけど……優奈、最初から最後までほぼ泣いていただろ」

　ハンカチで涙を拭っていると、広大の手が伸びてきて、長い指が私の目元に触れた。

「ほら、早く泣き止め。おいしいものを食べて、映画の感想を話すんだろ？」

　それが映画デートした私たちの定番コース。

「……うん」

　大きく頷くと広大は私のバッグを持ち、もう片方の手は私の手を握った。

「だったら早く行こう」

　手を引かれ出口へ向かう途中、広大の広い背中を見つめてしまう。

　もう何度もデートをして、こうして手を繋ぐことだって数え切れないほどしているのに、いつも初めて手を繋いだ時のようにドキドキする。

　いつの間にか涙も止まり、近くにあるショッピングモールへ向かった。時刻は十三時近くになるものの、どこの飲食店も長い列ができていた。

「さすが休日だな。どこも混んでる」

「うん、でも仕方ないよ。並ぼう」

「あ、あぁ」

　戸惑う広大の手を引き、行こうって話していたオムライス専門店の最後尾に並んだ。

「大丈夫か？　まだ時間がかかりそうだけど……」

　そう言いながら広大は、チラッと私の足を見た。

「大丈夫だよ、これくらい。いつも仕事で何時間立ちっぱなしだと思っているの？」

　安心させるように明るく言うと、広大もぎこちなく笑う。

「そう、だよな。ここのオムライス、優奈ずっと食べたいって言っていたしな」

「うん」

　広大が優しいとうれしい。でもそれと同時に申し訳ない気持ちにもなる。

　だって怪我さえしなければ、広大を心配させることはなかった。余計な気を遣わせることもないから。

　でも今さらそんなことを気にしても、仕方ないと自分に言い聞かせる。過ぎたことを後悔するより、これからのことを考えるべきだ。

「ねぇ、広大。私、食べたいオムライスがふたつあるからシェアして食べてもいい？」

「いいよ。その代わりデザートは俺が食べたいものをふたつ選ぶからな」

「わかったよ」

　広大って意外と甘い物が好きなんだよね。もしかしたら私より甘党かもしれない。

　クスクスと笑いながら返事をすると、広大は「笑うな」と言いながら、肩を寄せた。

　至近距離で見つめ合うと、どちらからともなく笑ってしまう。

　他愛ない話をしながら、ゆっくりと進んでいく列。店内に入るまでに四十分かかってしまった。

　ちょっぴり足が痛んだものの、仕事終わりの時の痛みとは比じゃない。座って食べている間に痛みは引くはず。

「映画の猫、可愛かったな」

「うん！　でもやっぱり将来飼うなら犬がいいな」

　オムライスを食べながら、話は映画のことになる。

「やっぱり大型犬がいいの？」

「うん。広大は？」

「俺も大型犬がいいな。公園やドッグランで一緒に走り回りたい」

「それ、ずっと言ってるよね」

　お互いの母親が動物が苦手で、飼いたくても飼えなかった。だからよく昔から大きくなったら飼いたいねって話している。

「優奈だってモフモフの犬と一緒に寝たいって、ずっと言ってるじゃん」

「だって夢だもん」

　昔と同じやり取りをしていると、先に食べ終えた広大は頬杖を突いて私を見つめた。

「最近よく考えるんだけど、俺たちの子供が生まれる前に犬を飼いたいよな。それで一緒に子育てしていきたい」

「えっ？」

　自然と出た将来の話に食べる手が止まる。

　広大ってば今、俺たちの子供って言った？

「あれ？　優奈って子供嫌いだっけ？」

　目を瞬かせていると、怪訝そうな顔で聞かれ慌てて首を左右に振った。

「ううん、好き」

　ただ、びっくりしたの。あまりにも広大がナチュラルに将来の話をしたから。そりゃ私だって広大のことを好きになった時から、ずっと彼と結婚することを夢見てきた。夢見てきたけれど……そう遠くない将来の話で、広大も同じように考えていてくれたんだと思うと、胸をギュッと締めつけられる。

　うれしい気持ちを噛みしめながら、残りのオムライスを口に運んでいく。

「優奈は最初、どっちが欲しい？　俺としては女の子なんだけど」

「え、どうして？」

　なんとなくだけど、男の子が欲しいって言うと思っていた。

「そりゃ女の子だろ。優奈似の可愛い娘に早く『パパ』って呼ばれたいし」

　パ、パパって……！

「広大ってば飛躍しすぎ。……まだ結婚もしていないのに」

　ボソッと言うと広大は顔をしかめた。

「そうだけど、いずれはするだろ？　約束したこと、忘れたのか？」

　ううん、忘れるわけないじゃない。だけど胸がいっぱいで言葉にならなくて、ブンブンと首を横に振った。

「ならよかった。……俺、その日を楽しみにがんばってるんだ。だからもう少し待っててな」

　どうしよう、泣いちゃいそう。どうして今日はこんなにもうれしくて泣かせるようなことばかり言ってくるんだろう。

「……うん」

　返事をしてオムライスと一緒に涙も飲み込んだ。すると広大が愛しそうに私を見つめてくるから恥ずかしくなる。

　幸せだな。この幸せが永遠に続いてほしい。

　食事を終え、お腹が空くまでショッピングモール内を見て回っている間も、幸せな気持ちでいっぱいで、いつも以上にはしゃいでしまった。

　洋服や雑貨を見たり、ゲームセンターで遊んだりしていると、少しずつ足に痛みを感じ始めた。

　ちょっとはしゃぎすぎてしまったかもしれない。さっきのゲームセンターが効いたかも。

　これ以上痛みが出ないように、ゆっくりと歩を進めていく。

　せっかく楽しい時間を過ごせているんだもの。広大にはバレたくない。久しぶりのデートを台無しにしたくない。

　必死に痛む足を庇いながら、なんでもないフリをしていたものの、私の歩き方を見て広大は足を止めた。

「広大？」

　そして私の様子をジッと覗う。

　どうしよう、もしかしてバレた？　普通に歩いていたつもりだったんだけど……。

　だらだらと変な汗が流れそうになる中、広大は小さくため息を零した。

「はしゃぎすぎだって、何度も言ったのに……」

　あぁ、やっぱりバレバレだったようだ。

「いつから痛かったんだ？」

　私が手にしていたバッグを持つと、足に負担がいかないように腰に腕を回して身体を支えてくれた。

「ごめん、けっこう前から痛み出して……」

　素直に謝ると、なぜか広大は「俺のほうこそ気づかずごめん」と謝った。

「え、どうして広大が謝るの？　悪いのは私なのに……」

「久しぶりのデートに浮かれていたから。優奈と一緒にいるのが楽しくて、気づけなかった俺が悪い」

「広大……」

　なにそれ。久しぶりのデートに浮かれていたなんて。だったらますます広大は悪くないよ。

「とにかくどこかで休もう」

　そう言うと広大は私の身体を支えたまま歩き出した。

「大丈夫か？」

「うん。本当にごめんね。私も広大と久しぶりにデートできて、すごく楽しくて……はしゃぎすぎたの。今日は迷惑かけないようにしようって思っていたのに、結局こうなっちゃってごめんなさい」

　すれ違う人は皆、チラチラと私たちのこと見ている。普通は気になるよね、歩き方が変だし、広大に支えられているんだもの。

　素直な思いを吐露すると、なぜか彼はクスリと笑った。

「謝ってばかりだな。何回『ごめん』って言うつもりだ？」

「それはだって……！　本当に申し訳ないから」

　私との時間を楽しんでくれていたなら尚更だ。最後まで楽しい一日を過ごしたかった。

「さっきも言っただろ？　気づけなかった俺が悪いって。それに俺としては、こうして堂々と大好きな優奈に触れることができてラッキーだし」

　冗談交じりに言う広大に、自然と笑みが零れる。

「だからもう謝るな。……わかった？」

「……うん、わかった」

　寂しそうに言う広大を見ると、やっぱり罪悪感は消えない。だって今日だけじゃない。どんなに気をつけていたって、これから先、きっと何度も迷惑かけることになると思うから。

　そうなっても広大は『気にするな』って言ってくれるだろうか。

　不安な気持ちに覆われながら、休める場所を探していく。通路のわずかな椅子はすでに埋まっていて、同じ階にあるフードコートに来たものの、休日ということもあって満席。なかなか空いている席が見つからない。

　広大にも焦りの色が見えてきた時、小学生くらいの子供を連れた夫婦が声をかけてくれた。

「お姉さん、大丈夫？　怪我しているの？　よかったらここ座って。私たちもう食べ終わったから」

　そう言うと急いで荷物をまとめて席を譲ってくれた。

「すみません、ありがとうございます」

「ありがとうございました」

　広大と共に頭を下げる。

　よかった、少し休めばきっと痛みも引くだろうし。親切な人に譲ってもらえて本当によかった。

　すぐに座らせてもらうと、その様子を見ていた旦那さんが怪訝な顔で広大に言った。

「彼女、怪我しているのに無理させたらだめだよ。可哀想だ」

「そうね、だいぶつらそうだもの」

　奥さんも続いて広大を責めるようなことを言い、慌てて割って入った。

「いいえ、違うんです。悪いのは……」

　そこまで言いかけた時、広大に止められてしまった。そして彼は深々とふたりに向かって頭を下げた。

「その通りです。今後は気をつけます。席を譲ってくださり、本当にありがとうございました」

　違うのに……広大はなにも悪くないのに、どうして私に代わって頭を下げるの？

「お大事にね」

「ありがとうございました」

　去っていく家族連れに再度お礼を言う広大に、胸が痛くなる。

　私はこの先、何度広大に迷惑をかけるのだろうか。今日に始まったことじゃない、怪我をしてから数え切れないくらい迷惑をかけ、心配もさせてばかり。

　広大は昔から優しかった。事故に遭ってからはとくに。……だけどそんな彼の優しさが時につらい。本当は無理させている気がしてならないから。

　家族を見送った後、私の隣に腰掛けた広大。心配そうに様子を覗う姿に、ズキズキと足よりも胸が痛む。

「大丈夫か？　少しここで休もう。あ、そろそろ小腹も空いたよな。約束通りデザートは俺が好きなもの、ふたつ買ってくるから待ってて」

　喉元まで出かかった『ごめん』の言葉を必死に飲み込んだ。

「……ありがとう」

　広大は私に謝ってほしいんじゃないよね。その思いで『ありがとう』と言うと、彼の表情が少しやわらいだ。

「急いで買ってくる」

　多くの人が並んでいる列の最後尾に向かった広大の背中を見送り、深いため息が零れた。

　怪我してしまったことは、今さら後悔したって仕方ないと何度も自分に言い聞かせてきた。それでもやっぱりこういうことがあるたびに、どうして怪我してしまったんだろうと悔いてしまう。

　喧騒の中、ふと後ろの席にいるカップルの話が聞こえてきた。

「少し寒くなってきたけど、来月はキャンプ行かない？」

「え、キャンプ？　たしかこの前、遊園地に泊まりで行って二日間遊び倒したいって言ってなかった？」

「あー！　そうだった！　でも大自然の中でご飯食べたり、サイクリングしたりもしたいんだよね」

　楽しそうにどこに行くか話しているふたり。

　キャンプに遊園地にサイクリング……か。すべて私が怪我をしてから、行ったことがない場所だった。

　昔はいろいろなところに出かけていたよね。とくに大学生の頃はふたりで遊び尽くした。

　遊園地やキャンプはもちろん、海水浴に登山。バイトをしてお金を貯めて、海外旅行にも行った。

　それなのに今は映画やドライブ、買い物といった極力歩かずに済むデートばかり。

　楽しいって言ってくれるけれど、私と一緒にいることで、広大に多くのことを我慢させているのかもしれない。

　仕事の話だってそう。昔は暇さえあれば夢を語り合っていた。入社が決まって実際に訓練がはじまってからは、会っても電話でもお互いの仕事の話ばかりだった。

　でも今は違う。広大は仕事の話をしなくなった。いつも私を気遣う。勤務中に足を痛めていないか心配する。

　仕事の話をしなくなったのは、彼の話を聞いて私が傷つくと思っているのかもしれない。

　真っ直ぐ夢に突き進む広大とは違い、私は違う道に進んでいるから。

　そんなこと、ないのにな。もちろん夢を諦めることになり悔しさはある。でも今はグランドスタッフの仕事にやり甲斐を感じている。

　なにより私は広大の夢を応援しているもの。絶対に叶えてほしい。

　何度も伝えようとしたけれど、もし私の勘違いだったら広大を傷つけることになる。そう思うとなかなか「仕事の話、前みたいに聞かせて」と言い出せずにいる。

　だけどもし、もしも私の考えていることが正解だったとしたら、広大は私と一緒にいて疲れないのかな。

　重荷に感じることない？　だって昔は遊園地に行って、絶叫アトラクションにたくさん乗っていた。スポーツが大好きで、よくテニスやバスケ、ジョギングと付き合わされた。水泳も得意だったよね。

　私のことは気にせず、誰かと行ってきてって言っても、『優奈と一緒じゃないと楽しめないから』って言う。

　これから先も我慢させてばかりで、広大は嫌にならない？

　不安になるのはやめようと決めたのに、また簡単に気持ちが揺らぐ。私はこのままずっと、広大の隣にいてもいいのかと。

　こういう時、一晩中そばにいられたら、単純な私は不安な気持ちは全部なくなっちゃうのかもしれない。でもそれは叶わない。

　広大はこうして休日にデートをしても、必ず私を二十二時前に家まで送り届けてくれる。私が事故に遭ってからずっと。

　広大がひとりで暮らしているマンションへは、一度も行ったことがないし、もう何年もキス止まりの関係だった。

　恋人として肌を重ね合わせ、甘い時間を過ごせていないのも、不安に思う要因かもしれない。

　グランドスタッフとして新たな道に進んだ時、『優奈の将来にちゃんと責任を持ちたい。俺が一人前になって、約束通りプロポーズできる日まで待ってて』と言われた。

　昔から真面目で正義感の強い人だった。遊びじゃなくて真剣に私との未来を考えて言ってくれたんだとわかっている。

　きっと仕事に集中したいというのも理由のひとつだと思う。それほどパイロットという仕事は大変だもの。今は恋愛にうつつを抜かしている場合じゃないはず。

　副操縦士として、国際線要員に任命されるためにがんばっている。その先に彼が目標としている機長への道が続いているということも、ちゃんとわかっている。

　だからこそ私も広大の隣に立っても恥ずかしくないよう、グランドスタッフとして一人前になりたい。

　でもどんなに努力しても、私といることで広大につらい思いをさせたり、我慢させたりしているのかもしれないと思うと、胸が張り裂けそうになる。

　だったら私は、彼の隣にいるべきではないのかもしれない。如月さんみたいな人がお似合いなのかもしれない。……なんて思いながら、それでもやっぱり広大が大好きで一緒にいたくて、矛盾する思いに胸が痛む。

　ふと列に並んでいる広大を見ると目が合う。すると彼は小さく手を振ってくれた。

　咄嗟に笑顔で手を振り返すものの、ズキズキと胸が痛んで仕方がない。

　怪我をしてからもう何度同じことで悩んで迷ってを、繰り返しているだろうか。答えなんて一向に出なくて、一喜一憂しながら今も彼のそばにいる。

　うしろ向きになったり、前向きになったり。悲しくなったり、うれしくなったりと感情は忙しない日々だった。

　考えれば考えるほど、広大の本心がわからなくなる。本当は私のことをどう思っているのだろうか。

　近くにいるはずなのに広大が遠く感じる。昔よりうんと遠いよ。

　だけど自分からなにも切り出せない。だって広大のそばを離れたくないから。その一方で、本当に私なんかが広大のそばにいていいのかと不安になる。

　なにこの無限ループな悩みは。結局私はどうしたいんだろうか。

　それでもこれ以上広大に心配をかけたくなくて、クレープを買って戻ってきてからは気持ちを必死に抑え込んだ。

　約束通りシェアしながらゆっくり食べて、すぐにショッピングモールを出て広大はドライブしようと言ってくれた。

　大好きな人と一緒にいられて幸せなはずなのに、やっぱり無理させている気がして、何度も泣きそうになってしまった。

　通りかかったレストランで夕食を済ませた後、ちゃんと二十二時前には私を家に送ってくれた。

　おやすみのキスのあと、最後に「今日は本当にごめん」と謝られた時は、涙をこらえるのに必死だった。

　謝ってほしくない。謝るのは私のほうだ。……せっかくのデートなのに、広大の好きなところへ行けず、いつも迷惑をかけてごめんなさい。

　広大が運転する車が小さくなっていくのを眺めながら、何度も心の中で謝ってしまう。

「ごめんね、広大」

　悪いと思いながら、そばを離れることができなくてごめんなさい。

　ずっと我慢していた涙が零れ落ちた。

















第三章　『自分に自信を持ちたい』












　早番の今日。カウンターには多くのお客様が詰めかけていた。発達した熱帯低気圧の影響で、欠航便が相次いでいるからだ。

「どうしても今日中に岡山に行きたいんだ！　娘の結婚式があるんだぞ!?」

「ずっと楽しみにしていた旅行なのに、どうして飛行機飛ばないの？」

「宿泊費はこっちの負担ってどういうことだ？　飛行機が飛ばないのは、そっちの責任だろう！」

　ひとりひとりの質問に丁寧に答え、こちらでできる対応をしていく。

　クレーム対応にも慣れてはきたけれど、やはりお客様に文句を言われ続けると、さすがにこたえる。

　キャンセルや振り替え手続き、クレームの対応と途絶えることのないカウンター業務に、精いっぱいあたった。






「今日は疲れましたね。ご飯食べ損ねたのに、疲れ果てて食欲もありません」

「私も」

　今日は早番勤務だった。早番は五時四十五分から十四時十五分が勤務時間となっているものの、お客様が途絶えることなく、一時間の残業となってしまった。

　対応が間に合わず、遅番勤務は十二時四十五分から二十一時十五分なのに、遅番のスタッフに早めに出勤してもらったほど。

　休憩も一時間しっかりとることができなかった。夕方になり天気も回復し、運航が再開されるとやっと落ち着いてきて上がることができた。

　満身創痍の香蓮ちゃんと、空港内を重い足取りで進んでいく。更衣室までがいつもより遠く感じる。

「優奈先輩、明日はお休みでしたよね」

「うん」

「私も明日は遅番なので、これからご飯食べに行きませんか？　久しぶりに優奈先輩と語りたいです！　あ、もちろんご自宅までお送りしますよ～！」

　どうしようかな。正直今日はずっと立ちっぱなしで足が少し痛む。……でもせっかく香蓮ちゃんが誘ってくれたし、いつも気遣ってご飯を食べに行った時は自宅まで送ってくれる。

　明日は休み。それに私も久しぶりに香蓮ちゃんといろいろな話をしたい。最近、広大とのことで思い悩んでばかりだったから。

　広大とはデートの日以来、一週間近く会えていない。そんな彼はそろそろ熊本へ向かう便に搭乗する頃で、明日もフライトがある。ひとりでいると余計なことをグルグルと考えてしまいそう。

　明日も仕事の香蓮ちゃんに甘えちゃおうかな。

「えっと……香蓮ちゃんさえよければ……」

「いいに決まってるじゃないですか！　わ～！　優奈先輩と久しぶりにデートできるの、すごく楽しみです」

　あまりにも香蓮ちゃんが喜びを爆発させるものだから、思わず笑ってしまった。

「あ、優奈先輩ってば笑うなんてひどいです！」

「ごめんね、香蓮ちゃんが可愛かったから」

　関係者以外立ち入り禁止のエリアに入り、そんなやり取りをしながら歩を進めていると、うちの航空会社の制服が目に入る。

「げ」

　あからさまに嫌な声を上げた香蓮ちゃんと共に足が止まった。それは相手も同じ。私たちの前で足を止めた。

「お疲れ様です。永山さんたちは上がり？」

「……お疲れ様です。今日は早番だったから」

　これからフライトに向かう如月さんたちと、鉢合わせてしまった。いや、職種は違うけれど同じ空港内で働いていれば、こうして会うことも多々ある。

　でも今は正直、あまり会いたくなかった。

　それというのも、隣で敵対心をむき出しにしている香蓮ちゃんに昨日、アップされた如月さんのＳＮＳを見せてもらった。

　そこには無理やり撮ったと思われる、広大とのツーショット写真が上がっていて、たくさんの反応があった。

　職場の同僚と……という見出しなのに、お似合いとか、彼氏イケメンとか、パイロットとＣＡって憧れの組み合わせとか……。

　私はあまり好きじゃなくてＳＮＳ関係は一切やっていないんだけど、写真一枚に対してこんなに多くの人から反応があることに驚いた。

　如月さんは、間違いなく広大のことを本気で狙っているんだよね？　だからあんな写真をアップしたんだよね？

　私と広大が付き合っていることを知っているのに、堂々とツーショット写真を載せたりして、なんとも思わないのだろうか。

　また醜い感情に覆われる。だから今は如月さんには会いたくなかったんだ。

　早くこの場から立ち去りたくて、いまだに如月さんに鋭い眼差しを向けている香蓮ちゃんの腕に触れた。

「行こう、香蓮ちゃん」

　小声でボソッと伝えた。そして笑顔で如月さんと向き合う。

「それじゃ私たちはこれで」

「これから登坂君とフライトなの」

　去ろうとする私たちに、如月さんは意味ありげに言う。

「ごめんね、彼女の永山さんより私のほうが、登坂君と一緒にいる時間が長くて」

　挑発するような物言いに、ギュッと拳を握りしめた。感情的になったらだめだと自分に言い聞かせて。

　だけど一緒に話を聞いていた香蓮ちゃんは、如月さんに向かって声を荒らげた。

「はい？　如月さんってばなに言ってるんですか？　仕事上、一緒にいる時間が多いだけなのに、そんな勝ち誇ったような顔をしちゃって。虚しくないんですか？」

　刺々しい声で言う香蓮ちゃんに、如月さんは顔を歪ませた。

「ちょ、ちょっと香蓮ちゃん」

　香蓮ちゃんにとって如月さんは先輩なのに、けっこうなことを言っているよね？　私のためを思って言ってくれているとわかっているからこそ、大丈夫かと心配になる。

　なにも言い返してこない如月さんに勝ち誇った顔を見せる香蓮ちゃんだけれど、如月さんのほうが一枚上手だった。

「私はただ、永山さんのことを心配しているだけだから。恋人同士でも、一緒に過ごせる時間は少ないんでしょ？　それって大丈夫なの？　ほら、よくすれ違ってばかりで別れるっていうカップルが多いじゃない」

　あくまで私を心配しているように装っているけれど、絶対本心ではそんなこと思っていないよね？　だって如月さん、私の反応を見て楽しんでいるようだもの。

　そう思うと悔しくて奥歯を噛みしめた。

「だったら、どうして如月さんは登坂さんとのツーショット写真を、ＳＮＳにアップしたりしているんですか？　心配しているっていうのと、矛盾しているんじゃないですか？」

　香蓮ちゃんがそう言うと、待ってましたと言わんばかり如月さんは話し出した。

「あ、ＳＮＳ見てくれたの？　同期だけど、ふたりで写真ってなかなか撮らないでしょ？　だからお願いしたら撮ってくれて。せっかくだからアップしたの。そうしたら予想以上に反応があってびっくりしちゃった。さすが登坂君よね」

　そう言うと如月さんは、申し訳なさそうに言った。

「同僚ってちゃんと書いたのに、恋人同士だと勘違いされちゃってごめんね」

「なっ……！　絶対悪いと思っていませんよね!?　むしろ確信犯じゃないですか？」

　挑発する香蓮ちゃんに、如月さんの周りにいた同僚たちがクスクスと笑いながら、「言いがかりはやめなよ」「ただ単に、ふたりがお似合いってだけでしょ？」なんて言う。そして如月さんも。

「そんなわけないでしょ？　私と登坂君はただの同僚よ？　……でも今後はどうなるか、わからないけどね」

「……っ」

　含み笑いをして「それじゃお疲れ」と言って去っていく如月さんを、咄嗟に呼び止めてしまった。

「待って」

　如月さんは私の声にすぐ足を止めると、振り返った。

　ここは関係者専用のフロア。今は周囲に人はいないけれど、感情的になったらだめだとわかっている。……わかっているけれど、言われっぱなしはやっぱり悔しい。

　一歩、如月さんとの距離を縮め、真っ直ぐに見つめた。

「如月さんがどんな気持ちで広大とふたりで撮った写真をアップしているのかわからないけど、私と広大は、過ごす時間が短いだけで壊れるような関係じゃないから」

　瞳を逸らすことなく力強い声で言うと、如月さんは悔しそうに唇を噛みしめた。

「そう。……だったらこれからもがんばって。登坂君を狙っている子はたくさんいるから」

　嫌味を言って去っていく如月さんを見て、香蓮ちゃんは私の手をギューッと掴んだ。

「さすが優奈先輩！　カッコよかったですよ!!　さっきの如月さんの悔しそうな顔、見ましたか？　最後は完全に負け犬の遠吠えでしたよ!!」

「そんな……」

　カッコよくなんかないよ。精いっぱいの強がりだった。

　ふと周りを見ると、騒ぎを聞きつけて空港内で働く職員が集まっていた。

「香蓮ちゃん、急ごうか」

「そうですね」

　香蓮ちゃんも周囲の視線に気づいたようで、ふたりで慌てて更衣室へ向かった。






「いやー、今日はスカッとしましたね！　ノンアルコールのビールでも、おいしいです!!」

　着替えを済ませて、香蓮ちゃんの運転でやって来たのは、空港近くにあるスペインバル。

　さっそく乾杯をして一気に飲み干すと、香蓮ちゃんは上機嫌で〝山のハム〟を意味する、ハモン・セラーノをおいしそうに食べる。

　そんな彼女の真正面に座った私は、さっきのことを思い出すとため息を漏らしてしまう。

「ん？　どうしたんですか？　優奈先輩、浮かない顔をしちゃって。あ、もしかしてまだ如月さんに言い足りなかったですか？　それもそうですよね、今までよく耐えてきましたよ」

「ううん、そうじゃなくて……。香蓮ちゃんはカッコいいって言ってくれたけど、そんなことないの。ただの強がりで、本当はすごく不安なの。……それなのにカッコつけちゃって、さっきの私……みっともないなって思って」

「どういうことですか？」

　食べる手を止めて聞く体勢に入る香蓮ちゃん。

　いつも私と広大のことを応援してくれている。そんな香蓮ちゃんにだからこそ聞いてほしい。私が今抱えている答えの出ない悩みを。

　先輩としてのプライドなど捨てて、同性の友達に話すように、香蓮ちゃんにすべて打ち明けた。

　彼女は最後まで口を挟まず話を聞いてくれた。

「なんかわかります、優奈先輩の気持ち。……私が優奈先輩の立場だったら、同じことを考えて悩んでいると思います。でも私は優奈先輩ではないので、私から見たおふたりをはっきりと言わせていただきます！」

　前置きすると、香蓮ちゃんは真っ直ぐに私を見つめる。

「真剣に悩んでいるとわかっています。でも私から見たら、そんな心配や不安は無用だと思います！　だって登坂さん、誰がどう見ても優奈先輩にベタ惚れじゃないですか!!」

　迷いなく言うと、彼女は早口で捲し立てた。

「優奈先輩を見る目は、こっちが蕩けちゃいそうなほど甘いですし、ＣＡってみんな綺麗な人ばかりですが、まったく見向きもしていないじゃないですか。登坂さんは優奈先輩に夢中なんですよ!!　だから迷惑にも思っていないですし、優奈先輩と一緒にいることで、嫌な思いなんてひとつもしていないと思います!!」

「香蓮ちゃん……」

　そう、なのかな。……本当に広大は、私と一緒にいることで嫌な思いをしていないだろうか。

「でも我慢はさせていると思う。それに今は香蓮ちゃんの言う通り、そう思わないかもしれないけど、これから先もずっととは限らないでしょ？」

　せっかく香蓮ちゃんが励ましてくれているとわかっていても、ついウジウジと言ってしまう。

　すると負けじと彼女は言い返してきた。

「絶対登坂さんは我慢なんてしていないですよ。……だって好きな人と一緒にいられるだけで幸せじゃないですか。私は好きな人と出かけるならどこだって楽しいです。……優奈先輩は違うんですか？」

　そうだよ、香蓮ちゃんの言う通りだ。私、広大と一緒にいられるだけで幸せだった。

　少しの時間でも会えれば十分で、デートだって隣を歩けるだけでうれしくて。……広大も同じ気持ちでいてくれているのだろうか。

「これから先、どうなるかは優奈先輩次第じゃないですか？　……私だったら好きな人には、思っていること、感じていることを全部話してほしいです。だってどんなに想い合っていても、所詮他人じゃないですか。言葉にして伝えないと相手にはなにも伝わらないですよ？」

　香蓮ちゃんの言葉がガツンときた。その通りだよ、これから先もずっと広大のそばにいられるかは、私次第だ。

　広大は知らない。私がこんなに悩んでいることを。だってすごく私のことを大切にしてくれて、気遣ってくれて……。そんな彼にこんなこと言えないよ。

　でもそれは間違いだった。言わないとだめだよね。私も広大に話してもらえず、ずっと悩ませていたことを知ったら悲しいもの。

「ありがとう、香蓮ちゃん。私、大切なことを忘れていた。昔はなんでも広大に話せていたのに、怪我をしてから申し訳なく思うようになっちゃって。……自分の気持ちを言えなくなってた」

　幼い頃からずっと一緒で、言いたいことを言い合ってきた。それは恋人関係になってからも。

　でも怪我をしてから、ただでさえいつも心配かけているのに、これ以上心配させるようなことは言えなくなっていった。

　我慢せずに言えばよかったんだ。思ったこと、感じたことをすぐ広大に。

　私の話を聞き、香蓮ちゃんはホッとした顔を見せた。

「だったらこれからは、登坂さんになんでも話してください。……それと優奈先輩、前から聞こうと思っていたんですけど、登坂さんにだけではなく、私や他のグランドスタッフにも申し訳ないって思いながら仕事をしていませんか？」

「え？　それは、まぁ……。実際本当に迷惑をかけているし」

　カウンター業務でも、重い荷物を持ち上げなくても済むように配置してくれて、トラブル続きで慌ただしく、休憩も取れなくなるとみんな『大丈夫？』と心配して声をかけてくれるもの。

　だけど香蓮ちゃんは盛大なため息を零すと、私に人差し指を立てた。

「もう、なに言ってるんですか！　仲間なんですから、心配するのは当然です！　それに誰も迷惑に思っていないですからね？　私は……ううん、私だけじゃなくみんな優奈先輩のことを尊敬しています」

「えっ？」

　驚く私に、香蓮ちゃんは照れくさそうに続けた。

「いつも一生懸命で、どんな時も笑顔で対応されていて、誰よりもお客様に寄り添っているじゃないですか。グランドスタッフの鏡です！　……私はやっぱり心ないことを言われると、我慢しますけどカッとなっちゃいますし、みんなそうですよ！　……でも優奈先輩は違う。笑顔を崩すことなく対応されていて、本当にすごいなっていつも思います」

　まさか香蓮ちゃんがそんな風に思ってくれていたと思わず、うれしくて泣きそう。

「でも、優奈先輩は少しがんばりすぎるところがありますからね。……つらい時は迷惑だなんて思わず、もっと私たちを頼って甘えてください。きっと登坂さんも同じ気持ちだと思いますよ」

「香蓮ちゃん……」

　だめだ、我慢できそうにない。

　ポロポロと流れる涙を見て、香蓮ちゃんは慌てふためいた。

「ゆ、優奈先輩!?　どうしたんですか、急に。あ、私がいけないのか！　生意気なことを言っちゃったから……！」

　自分を責めて「ごめんなさい」と謝ってきた香蓮ちゃん。

「ううん、違うの。香蓮ちゃんはなにも悪くないんだから謝らないで」

「え……じゃあどうして優奈先輩、泣いているんですか？」

　目を瞬かせる香蓮ちゃんに、涙を拭って泣いてしまった理由を伝えた。

「香蓮ちゃんが泣かせることを言うから……。私、怪我をしてから前向きに生きようって思いながら、どこかで悲観的になっていた部分もあって……。でも怪我をして失ったものもあったけど、それ以上に得たもののほうが多いことに気づかされた。だってグランドスタッフになれなかったら、香蓮ちゃんやみんなに会えなかったもの」

「優奈先輩……」

　ＣＡになれなかったのは残念だけれど、でも今の仕事に就いたことで、新たな出会いもあった。

「ありがとうね、香蓮ちゃん。お言葉に甘えて、これからはたくさん甘えさせてもらうね。……広大のこともありがとう。今度会った時、ちゃんと自分の気持ちを伝えてみるよ」

　広大がどう思うかわからない。でも彼とはこれから先もずっと一緒にいたい。だったらその時その時に、思ったことや感じたことを素直に伝えるべきだよね。

　それに私には心強い味方がいる。……なにかあったら、こうして話を聞いてくれる香蓮ちゃんがいるから。

　やっと涙も止まり、ウーロン茶を飲み干すと、今度は香蓮ちゃんが目を潤ませた。

「優奈先輩こそ泣かせるようなことを言わないでくださいよ～！　もういつでも甘えてください！　私だけじゃなくて誰にでも甘えていいんですからね!!」

「うん、ありがとう」

　お礼を言うと、ますます彼女は目を潤ませた。

「大好きです、優奈先輩！」

「私も」

　すかさず言うと、香蓮ちゃんがうれしそうに笑うものだから、私もつられて笑ってしまった。

　それからふたりで楽しい時間を過ごし、香蓮ちゃんに家まで送り届けてもらったのが二十時過ぎ。

　お風呂に入って部屋でのんびりしていると、広大からメッセージが届いた。

【お疲れ。もう家にいる？】

　広大も、家に着いたのかな？

　そんなことを思いながら【もう家だよ。お風呂に入ってゆっくりしてた。今日は仕事終わりに香蓮ちゃんと食事に行ってきたんだ】

　その日の出来事を報告するのがクセになっていて、久しぶりにいろいろな話ができて楽しかったと送ると、すぐに広大から電話がかかってきた。

　びっくりして咄嗟に通話ボタンを押すと、愛しい人の声が聞こえてきた。

『もしもし、優奈？』

「あっ……お疲れ様」

『お疲れ様。食事、楽しかった？　なに食べてきたの？』

「楽しかったよ、スペインバルに行ってきたの」

　広大と電話で話をするのは久しぶりで、ちょっぴり緊張してしまう。

『スペインバルか。いいな、今度は俺と行こう』

「……うん」

　会って話をする時とは違い、電話だと耳にダイレクトに広大の声が届いて、なんかくすぐったい。まるで耳元で囁かれているようだから。

「広大、明日はどこに飛ぶの？」

『明日は昼の便で大阪。その後に高知に行って羽田戻り』

「そっか、大変だね」

　一日平均三便に搭乗している広大。疲れているはずなのにこうして電話をくれてうれしい。

「あのね、広大。……今度休みが合ったら、またふたりでどこかに出かけない？」

『いいな。優奈はどこに行きたい？』

「そろそろ紅葉の季節だし、紅葉狩りにいかない？」

　提案すると、戸惑った声が返ってきた。

『俺はいいけど……大丈夫なのか？　けっこう歩くと思うけど』

「大丈夫！　休憩しながらゆっくり歩けば、痛くならないから。……昔は春になったら桜を見に行って、秋には紅葉狩りに行っていたでしょ？　それなのに私が怪我をしてから行かなくなったから」

『それは……』

「わかってるよ、私のことを思って行かなかっただけだって。……でも広大、毎年楽しみにしていたでしょ？　私も広大と四季を感じて歩くのが好きだったの。だからまた行きたい。……これから先もずっと」

　これもずっと言えずにいたことだった。春と秋の定番デートがなくなってしまったことが、すごく寂しかった。

　それと同時に広大は行きたいはずなのに、我慢させているのかと思うと申し訳なかった。

　それを言うことでまた広大を困らせるだけ。だからずっと我慢してきたけれど、これからは広大になんでも話していきたい。広大にも同じように私になんでも話してほしい。

「だから行こう、紅葉狩り」

　昔のように楽しく散策しながら、ちゃんと広大の顔を見て私の気持ちを伝えたい。そして聞かせてほしい。広大が私に抱いている正直な気持ちを。

　その思いで言うと、彼は『わかったよ』と言ってくれた。

『じゃあ今度の休み、少し遠出して紅葉狩りに行こう』

「うん、楽しみにしてる！」

　本音を言えば、広大が私のことを本当はどう思っているのか、知るのが怖くもある。

　でも私を選んでくれて、今もこうしてそばにいてくれる彼の気持ちを信じたい。広大の前では素直な自分でありたい。この先もずっと。

　その後、少しだけ話をして明日もフライトの彼を気遣い電話を切った。

　通話の切れたスマホを胸の前で抱きしめて、ベッドに横になる。

　今日はたくさんのことがあって胸がいっぱいだ。でも今日をきっかけに変われるといいな。

　これからの毎日に希望を抱きながら、この日は眠りに就いた。






　広大と紅葉狩りに行く約束をしたものの、なかなか休みが合わず、二週間近くが過ぎていた。

「今夜にかけて天気が荒れますし、絶対運航に影響が出ますよね。私たちの業務も荒れそうで、今から気が重いです」

「もう、香蓮ちゃんってばまだ仕事が始まってもいないのに……。元気を出して今日もがんばろう」

　更衣室から出て、空港に繋がっている通路を進みながら香蓮ちゃんの背中をポンと叩いた。

　今日は香蓮ちゃんと共に遅番勤務。天気は下り坂で、今夜の天候が予報通りになればなかなか酷な勤務となりそうだ。

「ほら、もう空港に出るから笑顔笑顔！」

「……はぁーい」

　やる気のない返事をする香蓮ちゃんと共にドアを開けて一礼し、たくさんのお客様が行き交う空港内を進んでいく。

　ふと隣を歩く香蓮ちゃんを見れば、やる気ない顔から一変。すれ違うお客様に笑顔で小さく会釈していた。

　初めて教える立場になり、天真爛漫な香蓮ちゃんに四苦八苦させられたこともあったけれど、今ではそれもいい思い出。すっかり立派なグランドスタッフになったもの。

　チケットの発券カウンターへ向かっていると、急に香蓮ちゃんが私の腕を掴んできた。

「優奈先輩！　いましたよ、彼氏が」

「えっ？」

　足を止めて香蓮ちゃんが指差す方向を見ると、これからフライトだろうか。制服に身を包み、帽子を被った広大が八村機長と共に注目を集めていた。

　パイロットが歩くとお客様はみんな足を止めるけれど、広大と八村機長はとくに注目されやすい。

「本当に登坂さんってカッコいいですよね。八村機長も大人の男の色気がだだ洩れで、登坂さんに次いで人気があるんですよ」

「そうなんだ」

　でも納得かも。プレイボーイではあるけれど、たしかに大人の男の色気があるし、なにより八村機長は優しい人だから。

「げ、出た」

　あからさまに嫌な声を出した香蓮ちゃん。その理由がすぐにわかった。後方から如月さんが広大たちに早足で近づいていたから。

　そして声をかけて、すぐさま広大の隣にピタリと寄り添って歩き出した。

「もう、なんなんですか！　如月さんは!!　いちいちくっ付きすぎなんですよ!!」

　声を抑えながら文句を言う香蓮ちゃんに、苦笑いしてしまう。

　でもこうして遠くから見ても、やっぱりお似合いなんだよね。だからずっと不安に思っていた。

　広大は如月さんのことを、同期としてしか見ていないよね？　そうわかっていても、やっぱり不安になる。

　もう何度目だろうか。如月さんのことで思い悩むのは。広大を信じよう、前向きになろうと思っても、すぐにふり出しに戻ってしまう。

　でも私だけじゃないよね。誰かを好きになったら、みんなが抱く感情だよね。

　そう自分に言い聞かせ、香蓮ちゃんと共にカウンターへと向かった。






　二日後。

　この日は早番でお天気も快晴。欠航便が出ることもトラブルが起こることもなく、穏やかな気持ちで勤務に当たっていた。

　広大は今日、スタンバイ日。社員食堂でゆっくりコーヒーを飲みながら勉強しているって言っていた。

　私も仕事が終わったら合流して、広大のスタンバイが終了後、食事に行く約束をしている。

　そこで紅葉狩りの計画を立てる予定だ。やっと二週間後、休みが合ったから。

　楽しみがあると、いつもより仕事に対するモチベーションも上がる。順調にこの日の業務を進め、次の便で出発されるお客様の対応に当たるため、出発ゲートへ向かう。

　すでに搭乗手続きが開始されており、先輩スタッフが対応に当たっていた。応援としてきた私も、さっそくお客様の誘導に入ろうとした時、一組の若い夫婦が駆け寄ってきた。

「すみません、この便に乗るんですが、うちの子が迷子になっちゃって……！　主人と探したんですが、どこにもいないんです」

「え、お子様がですか？」

「はい、三歳の男の子なんですが、ちょっと目を離したすきにいなくなってしまって……」

　大変だ。お子さんも心細い思いをしているだろうし、腕時計で時間を確認すると、出発時間まであと四十分。それまでにどうにか見つけ出さないと遅れが生じてしまう。

　搭乗受付をしている先輩を見ると、話は聞こえていたようで大きく頷いた。

「私どももご一緒にお探しいたします。お子さんのお名前とお召しになっているお洋服の色や、特徴などを教えていただけませんか？」

「ありがとうございます！　えっと……」

　メモ帳を取り出し、聞いたお子さん、広樹ひろき君の特徴を書き記していく。

「少々お待ちください」

　ほとんどのお客様の搭乗手続きを終えた先輩の元へ駆け寄る。

「手が空いているスタッフにも声をかけて、みんなで手分けして探しましょう。永山さんはここをお願い。あと五名まだ搭乗手続きされていないお客様がいるから」

「……わかりました」

　こういう時、みんなと一緒に探しにいけなくて、申し訳なくなる。でもそんなことを悔いている場合じゃないよね。

　まだ搭乗されていないお客様がいる以上、誰かがここにいなければいけないのだから。

「よろしくお願いします」

「任せて。ここはお願いね」

　両親とともに探しに向かう先輩たちを見送り、無事に見つかってくれることを祈る。

　その後すぐに残りの搭乗予定客が来て、残すはご家族三人だけ。時間を見ると出発まで十五分に迫っていた。

「あの、広樹は見つかったでしょうか？」

　確認しに戻ってきた両親に、まだ見つかっていないことを伝えると、女性は崩れ落ちた。

「私のせいだわ。私が目を離したから……。あの子、きっと不安よ。ひとりで泣いていないか心配で私……」

　そんな女性に男性はそっと寄り添った。

「大丈夫だよ。すぐ見つかる。俺たちも、もう一度探してみよう」

「そうね。……すみません、皆さんにもご迷惑をおかけしてしまい」

　深々と頭を下げるふたりに、すぐに伝えた。

「そんなことございません」

　むしろなにもできない自分が歯がゆい。

　たしかに私が探しに行ったって、足が痛くなってこの後の業務に支障をきたしたら、みんなに迷惑をかけるだけ。

　でも私だってグランドスタッフだ。お客様の力になりたい。それに先輩には及ばないけれど、香蓮ちゃんたちより長く勤めている分、空港内に関しては詳しいはず。

　そう思えば思うほど、居ても立っても居られず、もう一度探しに行こうとする夫婦を引き止めた。

「あのっ……！　今度は私が探しに行きます。おふたりはこちらでお待ちいただけませんか？」

「え……でも」

　戸惑い、顔を見合わせるふたり。

「他のスタッフが広樹君を見つけたら、こちらに連れてきてくれることになっております。そろそろ搭乗ギリギリのお時間です。どうかおふたりはこちらで広樹君をお待ちください。必ず私たちが見つけますので」

　するとふたりは、私に向かってもう一度頭を下げた。

「すみませんが、よろしくお願いします」

「息子は怖がりなんです。もしかしたらどこかに隠れて怯えているかもしれません」

「わかりました。子供が隠れられそうなところを中心に探してみます。……ご安心ください、空港のことに関しては私たちグランドスタッフが一番詳しいので」

　笑顔で伝えると少し表情が緩んだふたりを残し、駆け足で探しに向かった。

　小さな子供が隠れられそうな場所……。どこだろう、広すぎて見当もつかない。

　でも遠くには行っていないはず。それにみんなで探しているのにまだ見つからないってことは、大人の目線で探しているからだめなのかも。子供じゃないと気づかないような場所？

　時間を確認すると、出発まで十分を切っていた。

　家族旅行なんだよね。だったら乗り遅れることなく、予定通りに送り出したい。せっかくの旅行が残念な思い出になってほしくない。

　なにより早く見つけてあげて、広樹君もご両親も安心させてあげたい。

　思いっきり走ったのはいつぶりだろうか。走り出した頃は思ったより痛みを感じず、無我夢中で探していたけれど、次第に痛みを感じ始めた。

　大丈夫、なんてことない。それに今日の業務は残りわずか。少しくらい無理したって平気。

　そう自分に言い聞かせ、姿勢を低くしながら広樹君の名前を呼び、必死に探していく。

「広樹君、いたら返事をして」

　ふと足を止めると、待合ロビーの片隅にある大きな植木鉢と壁の間に隙間があるのを見つけた。

　意外と子供ってあぁいうところに隠れたりしない？　私も小さい頃、お母さんに叱られた時に、植木鉢の影に隠れたことがある。

　ゆっくりと近づいていくと、小さな男の子が身体を小さくして震えていた。

　怖がらせないように膝を折って、優しく声をかけた。

「もしかして、広樹君かな？」

　私の声に男の子はビクッと身体を反応させると、ゆっくりと私を見た。そして大きく頷くその目は潤んでいて、ずっと怖い思いをさせていたのかと思うと胸が痛んだ。

「よかった。……おいで。パパとママが待ってるよ」

「パパとママが？」

「うん」

　すると広樹君は立ち上がり、思いっきり私に抱き着いてきた。

「痛っ……」

　しっかり広樹君を受け止めたものの、踏ん張ることができず足を捻って尻餅をついてしまった。

　ズキズキと足が痛む。……だけど必死に私にしがみつく広樹君を見たら、足が痛いなんて言っていられない。

　時間を確認すると、出発まであと五分。

「行こう、広樹君」

　弘樹君を抱いたまま立ち上がり、必死に足の痛みをこらえながら搭乗ゲートへと急ぐ。

　次第に見えてきた搭乗ゲートには、ご両親をはじめ、数名のスタッフが集まっていた。

「広樹君、見つかりました！」

「ママー！　パパー！」

　ご両親は駆け寄り、必死に腕を伸ばす広樹君を引き渡すと、思いっきり抱きしめた。

「よかった、広樹！　もうどこ行ってたの？」

　涙ぐむお母さんの姿に、私までもらい泣きしそう。だけど管制塔と連絡を取っていた先輩に声をかけられ、すぐに三人を搭乗ゲートへと案内した。

「本当にありがとうございました！」

　最後に何度もお礼を言って搭乗していくお客様のうしろ姿を見て、やっとホッとすることができた。

　よかった、広樹君を見つけることができて。少し遅れてしまったけれど、大幅に遅延させることなく、飛行機を飛ばすことができて本当によかった。

　そこで、ずっと我慢していた足の痛みが、安心したことでさらにズキズキと痛み出した。立っていられなくなりその場にうずくまってしまう。

「永山さん、大丈夫!?」

　すぐに近くにいた同僚に気づかれ、その声にみんな駆け寄ってきた。

「大丈夫ですか？　優奈先輩」

「うん、大丈夫。ちょっと痛むだけだから」

　心配かけないように笑顔を取り繕うものの、強烈な痛みに襲われ顔が歪む。

「とにかく医務室へ。永山さん、ゆっくり立てる？」

「はい、すみません」

　申し訳なく思いながら、先輩の力を借りようと手を伸ばした時、その手を大きな手が強く握りしめた。

「大丈夫か？」

　息を切らし、余裕ない表情で駆けつけたのは広大だった。膝を折って私の様子を覗う。

「足、痛めたんだな」

「あ……うん」

　突然現れた広大に戸惑いながらも返事をすると、彼は軽々と私の身体を抱き上げた。

「きゃっ!?」

　悲鳴にも似た声を上げ、咄嗟に広大の肩に腕を回してしがみついた。すると広大は唖然としているみんなに言った。

「俺が医務室に運びますので、皆さんは業務に戻られてください」

「あ……わかりました。よろしくお願いします」

　先輩の返事を聞き、広大は周囲からの視線など気にせず真っ直ぐ突き進んでいく。
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「広大、恥ずかしいよ降ろして」

「なに言ってるんだ。痛くて立ってもいられなかったんだろ？」

「そうだけど……」

　だからって空港職員や多くのお客様がいるのに、お姫様抱っこは恥ずかしすぎる。

「悪いけど降ろしてやらないから。恥ずかしいなら顔を隠していたらいい」

　そう言うと広大は、私の身体を抱く力を強めた。

「食堂にいたら、迷子が出てグランドスタッフが探しているって聞いて、もしかしたら……と思って来てみて正解。責任感が強い優奈のことだから、絶対ジッとしていられないと思った」

　空港から職員専用通路に入ったところで、彼は一度足を止めた。

「よくがんばったな。……お疲れ様」

　目を細めて労いの言葉を言うと、再び彼は歩を進めた。

「いつも優奈たち地上スタッフが尽力してくれるから、俺たちは安心して定刻通り飛行機を飛ばすことができるんだ。……トラブルにはもちろん、時にはクレームの対応にも当たらないといけない。本当に大変な仕事だと思う。いつも優奈たちには頭が上がらないよ。……ありがとうな」

「広大……」

　広大だけじゃない、パイロットは全員入社後、少しの期間だけれど地上勤務に就く。だから誰よりも私たちの仕事を理解してくれている。

　でもこうやって改めて言葉にして伝えられると、うれしくて胸がいっぱいになるよ。

　我慢できず、彼の首に腕を回してギュッとしがみついた。

「どうした？　痛むのか？」

　再び足を止めて私の様子を覗う広大に、首を左右に振った。

「違うの、うれしくて……」

　ゆっくりと離れると、心配そうに私を見つめる広大と目が合う。彼の瞳に映る私は、今にも泣きそうだった。

「私たちグランドスタッフの仕事のことを、ちゃんと理解してくれてありがとう。……さっきの広大の話を聞いたらみんな喜ぶと思う」

　私たちの仕事を理解してくれている人がいる。それだけでもっとがんばろうって思えるから。

「私もね、いつも広大たちパイロットには頭が上がらないよ？　だって大勢のお客様を乗せて空に飛び立つんだもの。大変な仕事だと思う。……それなのにいつも心配かけてごめんね。今日だってお客様の力になれたし、飛行機を飛ばすこともできたけど、こうして広大に迷惑かけちゃって本当にごめん」

「迷惑だなんて、そんなこと言うなよ。前にも言ったが、俺は一度も優奈に迷惑をかけられたことなんてない」

　突き進んで誰もいない医務室に入ると、広大はそっと私を椅子に下ろす。そして私と視線を合わせるように膝を折り、強く手を握った。

「それに好きな子の心配をするのは当然だろ？」

　広大はいつもそう言ってくれる。……でも、やっぱり不安なの。

　今まで聞くことができなかったことを、思い切って切り出した。

「本当に？　……広大に無理させていない？　私のせいで嫌な思いをしていない？」

　尋ねると広大は真剣な瞳を私に向けた。

「どうしてそんなことを聞くんだ？」

　言うんだ。ずっと心の中で思いながら言えずにいた気持ちを。

　自分を奮い立たせた。

「私が怪我をしてから、広大に我慢させてばかりでしょ？　出かける場所も、話すことも。……この前のデートの時だって、私が悪いのに広大に謝らせちゃったじゃない」

「それも前に言っただろ？　気づけなかった俺も悪かったって。……それに俺は、優奈とこうして一緒にいられるだけで幸せだから」

　ほら、こうやって広大はいつもうれしい言葉をくれる。だから余計に怖くて言えなかった。

「私ね、広大にこうして優しくされるたびに怖くてたまらなかったの。……今はそばにいてくれる、大丈夫だって言ってくれるけど、この先もずっと私と一緒にいたら嫌にならないか。……この先も広大に我慢させることがあると思う。それでも変わらず好きでいてくれるか、ずっと不安だった」

「優奈……」

　初めて自分の本音を打ち明けると感情は昂ぶり、ポロポロと涙が零れる。それを拭いながら溢れる感情を伝えた。

「でも言えなかったの。私は広大のことが大好きで、これから先もずっと一緒にいたいから。……ごめんね、怪我なんてしちゃって。そのせいで広大に嫌な思いをさせてばかりで……」

　それでもそばを離れることができなくてごめん。

「私、これからはこうやって広大になんでも話すから。だから広大も私に対して思っていることを全部話してほしい」

　そばにいたい。でも広大を苦しませてまで、そばにいたくないの。

　自分の想いはすべて伝えた。心臓をバクバクさせながら広大の答えを待つ。すると彼は、ため息を零しながら私に体重を預けた。

「わっ!?　えっ、広大!?」

　そのまま抱きしめられて困惑する。広大は私の耳に顔を寄せた。

「バカ優奈」

「えっ？」

　悪口を言うと私の顔を覗き込んだ広大は、悔しそうに唇を噛みしめた。

「もし逆の立場だったら優奈はどう思う？　俺のせいで行きたいところも行けなくなって、俺と一緒にいることで迷惑をかけられ、嫌な思いをするのか？」

「そんなっ……！　そんなことあるわけないじゃない！」

　私は広大と一緒にいられるだけで幸せなのだから。

　私の答えを聞き、広大は表情を緩めた。

「だったら俺も同じ。そんなこと一度も思ったことない。仕事の話をしなくなったのは、怒られてばかりだからカッコ悪くて言えなかっただけだ」

「え……広大が？」

　成績トップで副操縦士になったのに？

　信じられなくて目を白黒させると、広大は気まずそうに目を逸らした。

「毎日のように注意されているよ。とくに副操縦士になってからはな。ミスは絶対に許されない厳しく、責任のある仕事だから怒られて当然。……でも優奈にはカッコつけたかったから、言えなかったんだ」

「じゃあ私を気遣って、わざと話さなかったわけじゃないの？」

「あぁ」

　そう、だったんだ。私の思い過ごしだったんだ。

「私、どんな話を聞いたって広大のことを、カッコ悪いなんて思わないよ？　パイロットがどれほど大変な仕事か理解しているつもり。……だからこれからは、なんでも話してほしい。それに私の前ではカッコつけないで。どんな広大でも大好きだから」

　私の前では変に気遣うことなく、ありのままの広大でいてほしい。

　すると広大は不安げに聞いてきた。

「いいのか？　みっともない姿を見せても。……嫌いにならないか？」

　びっくりして瞬きさえできなくなる。

　まさか広大がそんなことを考えていたなんて、夢にも思わなかったから。

「いいに決まってるじゃない。むしろ見せてほしいよ、広大のみっともない姿を。私にだけは、どんな姿も見せてほしい」

「優奈……」

　私の名前を呟くと、それ以上彼はなにも言うことなくただ私を抱きしめた。

　やっぱり広大に抱きしめられると安心できる。

　広い背中に腕を回して、広大のぬくもりに酔いしれる。少しすると私を抱きしめたまま彼が口を開いた。

「俺もこれからは、どんな些細なことも優奈に話すよ」

「……うん」

「だから優奈も溜め込まずに話してほしい。……他に俺に話したいことはないか？」

　真っ先に頭に浮かんだのは、如月さんのこと。いや、でも広大がどんな私でも好きでいてくれるとわかったから、今さら話すことじゃないよね。

　それに如月さんの気持ちを広大は知らないかもしれない。意外と昔から鈍いところがあるし。だったら私が言うべきじゃない。――と自分の中で結論が出たところで、広大は私を離して疑いめいた目を向けた。

「その顔だとまだなにかあるようだな」

「えっ？　ううん、もうないよ」

　必死に誤魔化すものの、彼の疑いは晴れない。

「いや、絶対あるだろ。話してよ、俺もカッコ悪いこと話したんだから。……それにもう二度と俺のせいで、優奈につらい思いをさせたくない」

　いい、のかな。話しても。……でも私が広大の立場だったら、どんなことでも話してほしい。

「優奈」

　優しく髪を撫でられて話すように促され、私は言葉を選びながら打ち明けた。

「不安になっていたのは、如月さんのことがあったからなの」

「え、如月？」

　思いがけない人物の名前だったようで、広大は首を捻った。

「よく空港内でふたりが一緒にいるところを見かける機会があって、そのたびにお似合いだなって思って……。仕事の話も私より合うだろうし、それによく如月さんのＳＮＳに広大との写真がアップされていたから」

　徐々に声が小さくなる私の話を聞いて、広大は顔に戸惑いの色を見せた。

「如月のことは、同期以上に思っていないよ。仕事の話も本当に業務上の必要最低限しかしない。それにお似合いってなんだよ」

　次第にムッとなる広大に、慌てて弁解した。

「だってやっぱりパイロットとＣＡって、憧れの組み合わせでしょ？　私より一緒にいる時間が長いし。だから不安になっちゃって……。あ、もちろん今は思わないからね？」

　さっき広大の気持ちを聞けて安心できたし。

　すると広大はニヤリと笑った。

「じゃあ優奈はヤキモチを妬いたってわけだ」

「えっ!?　ちがっ……！」

「いや、ヤキモチだろ。俺と如月が一緒にいるところを見て不安になったんだろ？」

　イジワルな顔で聞かれ、タジタジになる。

　でも不安になるってことは、つまりヤキモチってことだよね？　だけどなんか素直に認めたくない。

　だって広大のこの顔……絶対からかうでしょ？

　固く口を結んでいると、彼は喉元を鳴らした。

「そうか、優奈はヤキモチ妬いていたんだ。俺が好きなのは優奈なのに、そんな可愛い心配してたんだ」

「……仕方ないでしょ？　広大のことが好きなんだもん」

　あまりにイジワルな言い方をするものだから、私もムッとなり唇を尖らせた。

「安心しろ、如月と同期以上の関係になることはないし、この先も他の人に目移りすることもないから。俺は優奈で手いっぱいだよ」

　そう言いながら子供をあやすように頭を撫でられ、うれしいような悔しいような、複雑な気持ちになる。

「だけどＳＮＳにアップしていたとは知らなかった。……今度言っておくよ。一緒に写真を撮るのはかまわないけど、それをアップするのはやめてくれって。でないと俺の可愛い彼女がヤキモチ妬くからとも」

「……っ！　そこまでは言わなくていいよ！　……でも広大が如月さんと付き合っているってみんなに勘違いされたくないから、写真はもうアップしないでって言ってほしい」

　こんなの子供じみたお願いだってわかっている。でも、嫌なの。広大は私の彼氏なのに、如月さんと付き合っていると思われるのが。お似合いだってコメントを見るのは、もう嫌。

　正直な気持ちを伝えたものの、広大がなにも言わないから居たたまれなくなる。もしかして引かれただろうか。

「広大……？」

　恐る恐る彼の名前を呼ぶと、大きな手が私の頬に触れた。

「優奈、キスしていい？」

「――えっ」

　今ここで!?

「だ、だめだよ。今はまだ仕事中だし。そうだ、私もう戻らないと」

　まだ勤務中だったことを思い出し、立ち上がろうとする私を彼は止めた。

「広大？」

　いつになく艶っぽい表情で見つめられ、胸が締めつけられる。

「早く一人前になって優奈を幸せにするために、自分で言い出したことだけど……いつも後悔している。毎回キスだけで止めるのがつらい。本当は優奈のことをめちゃくちゃに抱きたくてたまらないんだ」

　苦しげに表情を歪めて言われた言葉に、かぁっと顔が熱くなる。

「でもそうしたら、今まで我慢してきた分歯止めが効かなくなる。……本当は一日中優奈に触れていたいんだ」

　掠れた声で囁くと、ゆっくりと距離が縮まる。

　勤務中にこんなことをしたらダメだってわかってる。……わかってるけど、好きな人に求められたら抗えないよ。

　そっと瞼を閉じると、彼の唇が重なった。触れるだけのキスを落として広大は強く私の身体を抱きしめた。

「……ごめん、これで止める」

　少しして私から離れると、広大は湿布を探し始めた。だけど私の胸はまだ高鳴ったまま。

　知らなかった、広大があんなことを思っていたなんて。……私だけじゃなかったんだ、彼に触れたい、触れてほしいと願っていたのは。

　だけどストレートに『めちゃくちゃに抱きたくてたまらないんだ』なんて言われると、うれしいんだけど恥ずかしくて……もう「わー!!」って叫びたくなる。

「優奈、湿布見つかったよ」

　振り返り私を見ると、広大は目を丸くさせた。きっと私の顔、耳まで真っ赤なはず。

「み、見ないで。……恥ずかしいから」

　触れるだけのキスをしただけなのに、初めてキスをした時みたいな反応をしてしまい恥ずかしい。

　見られたくなくて顔を伏せてしまう。膝の上でギュッと握りしめた手を、再び膝を折った広大が優しく包み込んだ。

「見せてよ。照れてる顔。どんな優奈も俺にも見せてほしいんだけど」

　うっ……それを言われると、顔を上げないわけにはいかない。

　恥ずかしい気持ちを押し殺して顔を上げると、広大は私を見てうれしそうに顔を綻ばせた。

「可愛い」

　ボソッと呟くと、頬にキスが落とされた。おかげで私の顔はますます熱を帯びる。

「もう、広大？」

　絶対私の反応を見て面白がっているよね？

　ジロリと睨むと、彼は顔をクシャッとさせて笑った。

　笑うと目尻にできる皺が好きで、この笑顔をこの先もずっと一番近くで見たいと強く願った。

















第四章　『約束のフライトプロポーズ』












「うわー、山が真っ赤になってる！　紅葉ってこうして写真に写してみると可愛い形をしていますね」

「うん、イチョウの葉も綺麗だったよ」

　スライドして次の写真を見せると、香蓮ちゃんは羨ましそうに言った。

「彼氏と紅葉デート、いいですね。あんなカッコいい彼氏が隣にいたら、綺麗な景色がもっと綺麗に見えちゃいますよね」

　休憩中に社員食堂で香蓮ちゃんに、広大と紅葉狩りに行った時の写真が見たいとせがまれた。

　一緒に眺めていると、一週間前のデートを思い出して顔がにやけそうになる。

　お互い言いたいことを言い合った後だからかな。久しぶりにふたりで出かけた紅葉デートは、ものすごく楽しかった。

　昔はサクサクと進んで、たくさんの場所を回ることができていたけれど、どうしても私のペースに合わせてもらうとなると、そうはいかない。

　でもその分、意外な穴場を見つけることができた。立ち止まってゆっくり見ると、色合いが微妙に違っていて、それがまた美しい景色を作り出していることにも気づくことができた。

　広大が『こうやって気づけなかったことに気づけるのは、優奈のおかげ。怪我をしてつらいことがたくさんあったと思う。でもいいこともあるってことを忘れるな』って言ってくれたのが、すごくうれしかった。

　それと同時に、私の中でも怪我に対する考え方が大きく変わったの。

　今まで必死に前向きになろうとしていたところがあった。でもやっぱりふとした瞬間に、怪我さえしなければ……と何度も思った。後悔も数え切れないほどした。

　だけどもうそんなことを考えるのはやめようと思う。過去はどんなに努力したって変えられないもの。

　それに怪我をしたって変わらない幸せもあるし、得る幸せもあったから。今のありのままの自分を好きになりたい。

　香蓮ちゃんと写真を見ながら楽しく話していると、ふと視線を感じた。顔を上げると近くの席にいた人たちと目が合ったものの、すぐに逸らされた。

　また、か。

　実はこういうことは、これが初めてではない。ここ最近ずっと続いている。

「フフフ、みんな羨ましいんですよ、登坂さんと優奈先輩が」

　隣で見ていた香蓮ちゃんはニマニマしながら続けた。

「だって大勢の人がいる前でお姫様抱っこですよ!?　おふたりとも制服を着用していたから、ますます素敵に写っていましたよ～！　私、投稿された写真すべてに、無限いいねを押したかったです！」

「もう、香蓮ちゃんってば……」

　実は私を抱いて歩く広大の写真が、お客様によって拡散されてしまった。タイトルに『女子、憧れのシチュエーション』とか、『パイロットにお姫様抱っこ』とか、『素敵な現場に遭遇！』とか……。

　もちろん顔はわからないように加工されてアップされていたけれど、同じ空港内で働く従業員にはバレてしまっていた。

　だから今でも歩けば、視線を感じることもしばしば。

「あの如月さんも、登坂さんの溺愛っぷりに一発ＫＯでしたしね」

　悪い顔をして笑う香蓮ちゃんに、思い出したのは一週間前のこと。どうやら広大は、本当に如月さんにＳＮＳの写真について話してくれたようで、鉢合わせた彼女に言われたんだ。

　呆れた顔で『安心して』と言い、『登坂君があんな恋愛バカだとは思わなかった。彼女にデレデレな男は、こっちから願い下げよ』なんて捨て台詞を吐いて颯爽と去っていった。

　まさかの展開に、一緒にいた香蓮ちゃんと共に茫然としてしまった。

　それから宣言通り、香蓮ちゃんによると如月さんのＳＮＳに広大が一緒に写る写真がアップされることはなく、空港内でもふたりが並んで歩いているところを見なくなった。

　これも香蓮ちゃん情報だけど、なんでも如月さんはさっそく次のターゲットを見つけたとか……。

「如月さんはあぁ言ってましたけど、単純に羨ましいんですよ。誰だって好きな人には一途に愛されたいですもん。ただの負け惜しみです」

　上機嫌で言うと、香蓮ちゃんは立ち上がりコーヒーを買いに行った。

　ひとりになって、スマホを操作して香蓮ちゃんには見せていない写真を眺めた。

　それは他の観光客に撮ってもらった、広大とふたりで写る写真。お互い幸せそうに笑っていて頬が緩む。

　誰だって好きな人に愛されたいと願うはず。……こんなことを言ったら怒られるだろうから絶対に言えないけど、いつか如月さんも、そういう相手と出会えたらいいな。

　広大のことでいろいろあったけれど、如月さん自身のことは嫌いではない。むしろ客室乗務員として一緒に訓練していた時は、同期の中でも頭ひとつ抜けていた彼女を尊敬していたし、はっきりと自分の意見を言える姿に憧れてもいたから。

「お待たせしました、優奈先輩もどうぞ」

「嘘、ありがとう！　ごめんね」

　私の分まで買ってきてくれるなんて。

　すぐにお金を払おうとしたけれど、止められてしまった。これくらい奢らせてくださいと。

「ゆっくりコーヒーブレイクして、残りの時間もがんばりましょう！」

「そうだね」

　それと笑顔が可愛くて優しい香蓮ちゃんにも、早くそんな相手との素敵な出会いがありますように……。

　おいしいコーヒーを飲みながら心の中で願った。






　それから私と広大は仕事に邁進まいしんした。忙しい中でもふたりの時間を作って、仕事の愚痴を言ったり弱音を吐いたりしながら、お互い励まし合い、絆を深めていった。

　そして、半年後――。

　チケットの発券カウンターで対応に当たり、搭乗手続きを済ませていく。

「いってらっしゃいませ」

　最後のひとりの受付を無事に済ませ、ホッと胸を撫で下ろした。

　早番の今日の業務はこれで終了。とくにトラブルもなく無事に終えることができそうだ。

「優奈先輩、上がりましょう」

「うん」

　遅番スタッフに挨拶をしてカウンターを後にした。香蓮ちゃんと並んで空港内を進んでいると、急に肘で突かれた。

「いよいよ明日ですね」

「え、なにが？」

　なにを言いたいのかわからず聞き返すと、今度は肩を叩かれた。

「大丈夫ですよ、誰にも言っていませんから！　お休みを変わった理由も、上司にはちゃんと私用でって言ってありますから」

「どういうこと？」

　ますます意味がわからず足を止めた。すると香蓮ちゃんも足を止め、私を見ると慌てだした。

「え……もしかして登坂さんから聞いていないんですか？　あれ、でも出発は明日だったと思うんですけど……」

　広大？　出発ってなに？　いったいどういうことなの？

　気になって追及すると、香蓮ちゃんは全部話してくれた。






「はい、これ」

　この日の夜、仕事終わりに落ち合い、広大に家まで送ってもらった。そして自宅前に車を停車させた彼から渡されたのは一枚の航空券。どうやら香蓮ちゃんが言っていたことは本当だったようだ。

「どうして話してくれなかったの？　休みのことも、国際線要員に任命されたことも」

「サプライズにしたかったんだ。今夜、このチケットを渡して話すつもりだった」

　広大は無事に国際線要員に任命され、明日、十六時二分発のグアム行きの便で国際線に初めて搭乗するとのこと。

　香蓮ちゃんから話を聞き、仕事終わりにメッセージでどういうことなの？　と送ると、その答えが返ってきたのだ。

　そして初めて搭乗する便に、明日早番の私を乗せていきたいと。明後日休みだった香蓮ちゃんが広大に頼まれ、私と休みを代わってくれたようだ。

　香蓮ちゃんには休みを代わってもらって申し訳ないけど、でも実際に彼が初めて乗務する国際線のチケットを手にすると、うれしさが込み上がる。

「ずっとパイロットになることが夢だった。それも世界中を飛び回るパイロットだ。また夢へ一歩近づけたよ」

「うん、おめでとう。広大」

　広大が夢へ一歩近づくたびに、私までうれしくなる。

「約束通り、優奈を空に連れていく。ずっと決めていたんだ、国際線要員に任命されたら、最初に乗務する便に優奈を乗せるって。……一緒に空に行こう」

　本当に広大はすごいよ。夢を叶えて、私との約束もしっかり守っちゃうんだから。

「ありがとう。……お願い、広大。私を空に連れてって」

　腕を伸ばすと、広大は私の身体を引き寄せた。

「あぁ、連れてく。……これから先、数え切れないくらい連れてってやる」

　そして苦しいほど強く抱きしめられ、幸せな気持ちに包まれる。

　私の夢はずっと大好きな広大と共に夢を叶えて、世界中の空を飛び回ることだった。

　でも今の私の夢は違う。広大が夢を叶えた瞬間を、一番近くで見届けたい。広大が操縦する飛行機に乗って、彼と共に世界中を回りたい。

　そして新たに出会えたグランドスタッフという仕事を、これからも続けていきたい。

　大好きな飛行機が無事に旅立つ瞬間が、やっぱり好きだから。そこに搭乗するお客様の笑顔も好き。今では天職だと思えるこの仕事をみんなの力を借りながら勤めていきたい。

　きっと大好きな広大と共に、新たな夢もすべて叶えることができるはず。






　次の日。定時で上がり、持ってきた旅行バッグを預けて十六時二分発のグアム行きの便に搭乗した。

　飛行機に乗るのは、実は怪我をして以来初めて。お医者さんから短い時間なら問題ないと言われていた。グアムまでは約三時間半のフライト。

　だから大丈夫だと思うんだけれど、空の上で痛まないか少し不安でもある。

　チケットに記載されている席は後部の窓側。自分の席を見つけ、頭上の荷物入れにバッグを入れようと手を伸ばすと、すぐにその荷物が奪われた。

「お客様、ご無理なさらないように」

「……如月さん」

　けっこう重い荷物なのに軽々と持ち上げて収納してくれた。

「ありがとう」

　お礼を言うと、とびっきりのスマイルを見せた。

「とんでもございません。……離陸前に足を痛められたら、こっちが迷惑を被るだけなので」

　周囲に聞こえないようチクリと嫌味を言われた。はっきりと物申すところは実に彼女らしい。

　座席に腰を下ろすと、再び彼女は声を潜めた。

「フライト中、足の痛みを感じたら遠慮なく言って」

「えっ？」

「登坂君に頼まれているから。……永山さんのこと、気にかけてほしいって」

　嘘、広大ってばそんなことを如月さんにお願いしたの？

「まったく無神経な人よね。これでも私、けっこう本気で登坂君のことを狙っていたっていうのに」

　ブツブツと言った如月さんの話にドキッとなる。

　やっぱり如月さん、広大のこと本気だったんだ。……そう、だよね。でなかったら、あんなに私に対して敵対心を向けないだろうし、ＳＮＳに写真をアップしないはず。

　なにも言えずにいると、如月さんの綺麗な顔が急に目の前に迫ってきてのけ反った。

「言っておくけど、こんなこと言えちゃうくらいもう彼に未練はないから。……悔しいけど登坂君と永山さん、お似合いだしね」

「如月さん……」

　するとなぜか如月さんは、わざとらしく咳払いした。

「それと、私たちが安心して空に飛び立てるよう尽力してくれるグランドスタッフには、いつも感謝しているわ。……ありがとう」

　初めてかもしれない。如月さんに『ありがとう』と言われたのは。……でもそっか、パイロットが私たち地上スタッフの仕事について熟知しているように、ＣＡも知っていて当然だよね。

　それでも心の中で感謝されるのと、こうして言葉にして伝えられるのとでは違う。ますます私も仕事をがんばろうって気持ちになるよ。

　姿勢を戻し、如月さんはまたとびっきりの笑顔を向けた。

「それではお客様、どうぞごゆっくり」

　すぐに他の乗客の対応に当たる姿は、私が幼い頃から夢見ていた理想のＣＡそのもの。

　悔しいけれど、私が怪我をせずにＣＡになれたとしても、すべてにおいて如月さんには敵わないと思う。

　お客様に対する対応も、立ち居振る舞いも、語学力の面でも。だからこそ如月さんと一緒に働きたかったなって思うよ。

　お客様の搭乗が完了し、ＣＡは最終チェックに入る。機体はゆっくりと動き出し、滑走路へ走り出した。

　飛行機が飛び立つまで意外と時間がかかる。この飛び立つまでの時間が初めて飛行機に乗った時から好きだったんだよね。

　広大も同じことを言ってたな。いつ飛び立つのかわからない高揚感がたまらないって。

　今がまさにその瞬間だ。離陸前、最後のアナウンスが機内に響くと、ＣＡも全員着席し、固くシートベルトを締めた。

　ゆっくりと動いていた機体が一度ピタリと止まり、エンジン音が轟く。飛行機は一気に加速し、ふわりと浮遊感を身体に感じた瞬間、空に向かって飛び立った。

　コックピットで操縦桿を握っていたのは機長だろうか。……それとも広大？

　窓から見える景色はあっという間に変化していく。小さくなっていく街並みが見えなくなると、真っ白な世界に包まれ、そして美しい夕暮れの空になる。

　その美しさに息を呑んだ。

　私……広大が乗務する飛行機に乗っている。広大がもう一度空へと連れてきてくれたんだ。

　幼い頃ふたりで描いた夢を叶えることはできなかったけれど、一緒に空を飛ぶことはできたね。

「ありがとう、広大……」

　胸にこみ上げるものがあり、鼻の奥がツンとなる。

　上昇していた飛行機が水平飛行に変わった頃、シートベルト着用サインが消えた。

　するとＣＡたちは、すぐさまドリンクの提供準備に入る。そして機内アナウンスが流れた。

『本日はご搭乗いただき、まことにありがとうございます』

　聞こえてきたのは広大の声だった。普通は機長がアナウンスするんだよね？　それなのにどうして広大が？　と、とにかく録音しないと！　広大の機内アナウンスを聞ける機会なんて、滅多にないもの。

　すぐにスマホの録音ボタンを押し、彼のアナウンスに耳を傾けた。

『機長は八村、副操縦士は本日、初の国際線フライトとなります私、登坂。チーフパーサーは古川でございます』

　きっと八村機長が広大に、機内アナウンスするように言ったんだよね。初めての国際線フライトだから。

　八村機長に感謝しながら、聞こえてくる彼の心地よい声にうっとりしてしまう。

　それは私だけではないようで、他の乗客も静かに広大のアナウンスを聞き入っていた。

『操縦席より飛行状況をご案内申し上げます。地上から三万フィートを超え、順調に飛行中です。飛行時間は約三時間四十分を予定しております。本日、航路上とくに大きな揺れがないものと予想しておりますが、グアム国際空港へ向けまして降下を開始いたしますと、所々雲の影響を受けまして軽く揺れる可能性がございます。着陸に入る際は、しっかりとシートベルトをご着用いただきますようお願いいたします』

　すごいな、広大。突っかかることなくスラスラと言えちゃうんだもの。

『狭い機内ではございますが、ゆっくりと空の旅をお楽しみください』

　日本語アナウンスの後、流暢な英語でのアナウンスが流れる。

　いつも聞いている広大の声なのに、別人の声のような気がしてしまう。こんなに多くのお客様を乗せて、広大は八村機長とたったふたりで大きな飛行機を操縦しているんだ。

　そう思うとなぜか誇らしく思えちゃって、思わず笑ってしまった。

　フライト中、気圧の変化による足の痛みも出ることはなく、とても快適に空の旅を楽しむことができた。

　そして定刻通りにグアム国際空港に到着。如月さんたちＣＡに見送られて飛行機を降り、広大がとってくれた空港近くのホテルへと向かった。






　案内されたのは、海が一望できる最上階の広々とした部屋だった。三部屋あり、ベランダにはジャグジーまで設置されている。

　ここってもしかして、スイートルームじゃないのかな？　室内をウロウロして見て回っていると、インターホンが鳴った。

　きっと広大だよね。

　急いで駆け寄りドアを開けると、制服のままの広大が立っていた。

「え……着替えてこなかったの？」

「あぁ、一秒でも早く優奈に会いたかったから」

　部屋の中に入ると、広大は手にしていたキャリーケースを離し、私を抱きしめた。

「初めての国際線フライト、すっげぇ緊張した」

　珍しく弱音を漏らした彼の背中に腕を回した。

「おかえりなさい。……そしてお疲れ様でした」

「うん、ただいま優奈」

　甘い声で囁くと、さらに私を抱きしめる腕の力を強める。

「緊張したけど優奈が乗っていると思うと、自然と平常心を保つことができたんだ。……操縦桿を握って機体が浮くだろ？　空に近づいていくたびに、熱いものが込み上げた。……やっと優奈との夢を叶えることができたって」

「広大……」

　私たち、立場は違ったけれど同じ飛行機に乗って、同じことを感じていたんだね。

　そう思うと胸がキュンとなり、ギュッと広大にしがみついた。だけどすぐに彼が制服なのを思い出し、慌てて離れる。

「ごめん、制服なのに」

「全然。むしろもっとくっ付いてよ」

　そう言うと手を広げて「おいで」と言う。だけど恥ずかしくて素直に頷くことができず、「制服脱がないと、しわになっちゃうよ」なんて可愛げのないことを言ってしまう。

「わかったよ、ちゃんと脱ぐ」

　クスリと笑ってジャケットを脱ぎ、通路の脇にあるクローゼットのハンガーにかけた。

　そしていまだに玄関先にいる私を手招きした。

「優奈、来て。ベランダから見える景色が最高なんだ」

　子供みたいにはしゃぎながら、自分から呼んだくせに待ち切れなかったようで、戻ってくると広大は私の手を掴みベランダへと向かう。

　そして彼とともにベランダに出ると、日本とは時差が一時間しかないグアムの空は日が落ちていて、視界いっぱいに夜の海が広がっていた。

「うわぁ……素敵。月明かりで海が輝いて見える」

「今夜はちょうど満月だから、よりいっそう綺麗に見えるな」

　心地よい夜風でなびく髪を抑えながら、広大と寄り添い海を眺める。

「やっとふたりで飛行機に乗って来ることができたな」

「……うん。ありがとう、広大。私を連れてきてくれて」

「どういたしまして」

　繋いでいた手を強く握りしめると、顔を見合わせて笑い合う。

「機内アナウンスも素敵だったよ。なんか広大の声じゃないみたいだった」

「え、俺の声だぞ？」

「わかってるよ、でもマイクを通してだといつもより低くて、艶があった！」

「なんだよ、それ」

　そう言いながらクスクスと笑う広大が、本当に愛しくてたまらない。

　どうして私、こんなに広大のことが好きなんだろう。仕草ひとつで胸を鷲掴みにされる。

「やっと優奈との約束を果たすことができた。……だからもうひとつの夢を叶えてもいい？」

「えっ？　なに？」

　すると広大は繋いでいた手を離すと、ポケットの中からなにかを取り出し、その場にひざまずいた。

「どうしたの？　広大」

　動揺する私に向かって広大は、手にしていた小さな箱を開けた。その中身を見た瞬間、目頭が熱くなる。

「昔交わした約束は、『お互いの夢を叶えたら』だった。……俺はまだ夢の途中で、夢を叶えるにはもう少し時間がかかる。だから優奈には、一番近くで一緒に夢を叶えてほしいんだ」

　広大は一呼吸置き、愛しそうに私を見上げて言った。

「絶対に幸せにする。お互い夢を追いかけて切磋琢磨しながら、毎日笑い合って生きていこう。……永山優奈さん、俺と結婚してくれませんか？」

　大好きな人からのプロポーズの言葉に、感極まって口を手で覆った。

　広大はゆっくりと立ち上がり、私の左手を取るとダイヤモンドが光り輝く指輪を薬指にはめてくれた。

　そして愛しそうに指輪を撫で、私の顔を覗き込む。

「優奈、俺と結婚してくれる？」

「……は、い。……はい！」

　やっと出た返事。同時に私は広大の胸に飛び込んだ。

「幸せになろうな」

「うん！」

　強く抱きしめ合い、お互いのぬくもりを確かめ合う。

　うれしくて幸せで、死んじゃいそう。広大と結婚できるなんて。……私、広大の奥さんになれるんだよね？

　そう思うと胸が苦しくなり、うまく呼吸さえできなくなる。

「優奈……」

　甘い声で呼ばれ、彼を見ればそっとくちづけをされた。一度目は優しいキス。だけど次はきつく背中に腕を回し、覆い被さるように唇を塞いだ。

「んっ……あっ」

　わずかに開いた唇の隙間から挿し込まれた熱い舌の動きに翻弄される。

　次第に苦しげな声が互いの隙間から漏れると、広大は一度顎を引き、すぐに違う角度から私の唇を貪る。

　鼻で息をしても追いつかないほどの荒々しさに立っていられなくなり、彼のシャツをギュッと掴んだ。

　それでもキスを止めてもらえず、口内で縮こまる私の舌を絡めとり、執拗に責め立てる。

　こんなに甘くて痺れるキスをされたら、嫌でも期待してしまう。いつもキス止まりだった関係が、元に戻るのかもしれないと。

　期待は高まり、必死に広大のキスに応える。夜風に当たっているのに、身体は火照り熱い。

　唇が離れた頃にはお互いの息が上がっていて、私は呼吸を整えるのに必死で肩を上下させた。

「優奈、しっかりつかまって」

「え、きゃっ!?」

　私の腰に腕を回すと抱き上げて室内へ戻っていく。真っ直ぐ向かった先はキングサイズのベッド。

　そっと下ろされると、すぐに広大が覆い被さってきた。

　窮屈そうにシャツのボタンを外しながら、唇を塞がれる。

　すぐさま唇はほどけ、舌は絡まり、甘いキスに溺れていく。だけど彼の大きな手が服越しに胸に触れた瞬間、勤務を終えた状態のまま搭乗したことを思い出した。

「あっ、広大、待って」

「だめ、待てない」

　必死に彼の胸板を押すものの、その手を掴まれてしまった。

「やっ……本当にだめ。私、今日いっぱい汗を掻いたから」

　顔を横に向けて必死に抵抗しても、すぐに唇を奪われてしまう。

「気にしないよ」

　熱い舌が首筋を這い、服を捲し上げられて、彼の手が直に肌に触れると甘い声が漏れた。

「んっ……あっ、だめ。私が気にする、からっ」

　だって広大とするのは久しぶりだもの。きれいな身体で抱かれたい。

　だけど彼は私の願いを受け入れてくれなかった。

「無理。もう早く優奈を抱きたくてたまらないんだ。シャワー浴びている時間さえ待っていられないよ」

「でもっ……」

　私の背中に腕を入れると、器用に浮かせてブラジャーのホックを外した。グイッと服ごと鎖骨まで押し上げられ、胸を露わにされる。

「ごめん、そのお願いは聞いてやれそうにない」

　強く唇を吸われながら胸を揉みしだかれ、腰が大きく跳ねた。

「んぁ……」

　くぐもった声を漏らすと、彼は胸の先端をいたぶるように弄り回す。自分でも先端が硬くなっているのがわかり始めた頃、広大はぺろりと私の唇を舐めて胸に顔を埋めた。

「あぁっ……んっ！」

　膨らみの先に舌が這うと、声を抑えることができなくなる。

　片方の胸を指で弄りながら、もう片方の胸の先を広大の濡れた唇が柔らかく包む。

　強弱をつけながら吸われるたびに、痛いような気持ちいいような感覚が突き抜ける。

　甘い刺激を与えられ、汗を掻いていることとか、シャワー浴びたいこととか頭から抜け落ちていく。今はただ、広大のぬくもりに触れていたい。

　大きな背中に腕を回して酔いしれていると、広大の手がスカートを捲し上げ太腿を撫でた。

「優奈……」

　広大の息も上がっていて、切なげに私の名前を呼ぶ声にキュンとなる。

　足の付け根から侵入してきた指は、身体の中で一番敏感な部分に触れた。

「やっ……あっ」

　すっかり蕩けている秘部を、広大の指がうごめくたびに、しっとりと濡れてしまっているのがわかって羞恥心でいっぱいになる。

　それに気づいてか、広大はわざと私の耳元に顔を寄せた。

「すごい濡れてる。……優奈、気持ちいい？」

　聞かなくてもわかっているくせに。

　ギュッと唇を噛みしめて広大を見る。

「久しぶりだから感じてる？　……優奈もずっと俺としたかった？」

　さらに恥ずかしいことを聞かれ、身体中が熱くなる。答えられるわけがなく、小刻みに小首を横に振った。

「前にも言ったけど、俺はずっと優奈を抱きたくてたまらなかったよ。本当は今すぐここに入りたいくらい」

「ひぁっ！」

　そう言うと広大の指が唐突に私の最奥を撫でたものだから、変な声が出た。

「……ん、その可愛い声もずっと聞きたかった」

　耳を甘噛みすると、中途半端に身体に纏わりついていた衣服を剥ぎ取られた。そして広大もシャツを脱ぎ捨て、露わになった彼の逞しい身体を目の当たりにして息を呑む。

　大学までサッカーをやっていた広大の身体は鍛え上げられていて、うっとり見惚れてしまうほど。

　シャツを脱ぐ仕草さえも色っぽくて、男性なのにドキドキしてしまう。

　胸を高鳴らせていると、広大は足元の方へ身体をずらし、私の足を大きく割り開くと、軽々と肩に担ぎ上げた。

「きゃっ!?　やだ、広大、やめて……！」

　これからされる行為が予想できて、必死に抵抗する。

　濡れた割れ目にかかる吐息と、内腿に滑る髪の感触。

「だめ。久しぶりだから、ちゃんとほぐさないと」

「そうかもしれないけど……っ！　あぁっ！」

　私の話を最後まで聞かず、広大は綺麗とは言えないそこに口づけ、音を立てて吸いついた。

　久しぶりの甘い感覚に身体が大きく跳ねる。じたばたと足を動かして抵抗を試みるものの、がっちりと太腿を押さえこまれ、意味をなさない。

　広大の柔らかく温かな舌が動き回るたびに、ビクビクと身体が反応してしまう。

　口で施される愛撫と共に指が私の中に沈み込むと、もう頭の中が真っ白になり、なにも考えられなくなる。

　声なんか意図して出しているわけじゃない。なのに、広大の指や舌の動きに合わせるように、とめどなく甘い声が上がる。

　全体を口に含むと、舌先で突いたり、柔らかく舐められたり。昔と同じように私の快楽のツボを研究しながら、とろとろに融かしていく。

　もうすっかり受け入れる準備ができていることを確認すると、親指で口元を拭いながら顔を上げた。

「ちょっと待ってて」

　チュッとリップ音を立てて触れるだけのキスを落とすと、広大はポケットの中からコンドームを取り出した。そして性急にベルトを緩め、スラックスのボタンを外す。

　一糸纏わぬ姿になると、彼の大きいものが見えて咄嗟に目を逸らした。

　広大とするのは本当に久しぶり。初めての時と同じような痛みに襲われるだろうか。

　コンドームを装着する音が耳に届き、変な緊張感に包まれる。

　ギシッとベッドが軋む音と同時に、襲われる痛みを覚悟してシーツを掴んだ。

「大丈夫、ゆっくりするから」

　優しい声が降ってくると、こめかみに音を立ててキスされた。

「痛いことは絶対しない」

「……うん」

　そう言うと広大は宣言通り、ゆっくりと入ってきた。

「んっ……」

　初めての時のような、とまでは言わないけれどやっぱり少し痛い。だけどやめてほしくなくて、彼の背中に腕を回した。

「優奈」

　苦しそうに私の名前を呼び、腰を進めて私の隙間をすべて埋め尽くす。広大のものが入っているのを感じると、自然と腰が揺れてしまう。

「全部入ったけど、大丈夫？　痛くないか？」

「ん、平気」

　すると広大は切なそうに顔を歪め、くんっと腰を動かした。

「んっ、あっ」

「ごめん、久しぶりすぎてすぐイキそう」

　耳元で密かに笑った声が掠れていて、身体中が熱くなる。

　もう一度腰を揺らして角度を変え、断続的に身体を揺すられていく。

　何度も彼のものが私の中を突き上げて、そのたびに快感が広がり恥ずかしさでいっぱいになる。突かれるたびに水音が聞こえ、自分の中が濡れているのがわかると余計に。

「だめだ、限界」

「あんっ、んんっ、あぁっ……！」

　次の瞬間、激しく打ちつかれとめどなく甘い声が漏れる。

　ひとつになっているというのに、もっと広大と繋がりたくて自らキスをせがむと荒々しく口を塞がれた。

　舌を絡め、唾液が交じり合い、呼吸さえ奪い合うキスは、私を快楽の果てへと追い上げていく。

　何度も与えられる甘い刺激に、快感が込み上げてくる。
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「広大、私もうっ……」

「いいよ、イって優奈」

「んっ……あっ!!」

　最奥を突かれた瞬間、達してしまった。

　だけど広大はまだ動き続け、再び快楽に襲われてどうにかなりそう。

「俺もイくっ」

　その直後に腰の動きが速くなり、何度か押しつけるように動いた後、彼も私の中で果てた。

　のしかかる彼の重みが愛しくて抱きしめると、繋がったままキスを交わす。呼吸が荒れていて苦しいのに、それでも唇を求めてしまう。

　少しずつ呼吸が落ち着いてきた頃、広大は唇から鼻、額、こめかみと次々とキスを落としていく。

「大丈夫だった？」

「……うん」

　返事をすると再び甘いキスが落とされ、余韻に浸っていると、私の中で広大のものが大きくなった。

「んっ……やっ、広大」

　敏感になっている私の中は、広大のものの形を覚え、勝手に腰が動いてしまう。

「大丈夫ならもう一回させて。……一晩中抱いても足りない」

「そんなっ……」

　自身を一度抜くと、新しいコンドームを被せ再び入ってきた。

　それからはもう広大に与えられる刺激に声を上げ、何度も果て、気づいたら意識を手離していた。






「んっ……」

　頭上を行き来するぬくもりを感じ重い瞼を開けると、部屋の中は明るくて目を細める。だけどすぐ目と鼻の先に広大の顔があって一気に眠気が覚めた。

「広大？　え？　あれ……」

　どうして広大が一緒に寝ているのか混乱するものの、彼がクスリと笑った瞬間、昨夜のことを思い出した。

「おはよう」

「えっと……おはよう」

　そうだ、私昨夜は広大にプロポーズされて、それで……。

　鮮明に思い出すと身体のけだるさを感じ、気を失ったことも思い出して恥ずかしさでいっぱいになる。

　まともに広大の顔を見られなくなると、彼はそっと私の身体を抱き寄せた。

「昨夜はごめん、無理させた」

「……ううん」

　ずっと広大のぬくもりに包まれて、幸せな時間だった。それにこうしてベッドの中で彼と朝を迎えるのは、いつぶりだろうか。

　起きたら、隣に好きな人がいるって最高に幸せだ。

　頬をすり寄せて広大のぬくもりに酔いしれる。

「本当は朝早くに起きてビーチを散歩して、おいしい朝食が食べられる店に行って買い物をして……って考えていたんだけど、優奈の寝顔を見ていたら起こせなくて、もう昼前なんだ」

「えっ、嘘!?」

　てっきりまだ朝だと思っていた私は、びっくりして大きな声が出てしまった。だって今日は午後の便で帰国予定だ。もちろん帰りも広大が乗務する便を取ってくれた。

　パイロットの彼はフライト前に様々な検査があるため、私より早く出なければいけないはず。

「あと一時間半で出ないといけないから、ルームサービスを取って、ベランダで食べようか」

「……うん」

　幸せな時間を過ごしたからこそ離れがたい。返事をしたのに、さらに広大にしがみついている自分がいた。

「今度はふたりとも乗客として飛行機に乗って来よう」

「えっ？」

　顔を上げると、チュッと音を立てて甘いくちづけをされた。そして少しでも動けばまた唇が触れてしまいそうな距離で言う。

「グアムだけじゃない、世界中を旅しよう。……できれば世界制覇したいな」

　おどけて言う広大に笑ってしまった。

「世界制覇か。……何十年かかるんだろう」

「いけるだろ、人生長いんだから」

　そうだよね、広大とはこれまで生きてきた年数以上の長い月日を共にしていくんだ。時間はたくさんある。

「じゃあ新たな夢ができたね」

「そうだな。……絶対叶えよう」

「うん！」

　どちらからともなく唇を重ね合わせ、抱きしめ合う。

「優奈、帰国したら俺の家に来ないか？」

「えっ？　……行っていいの？」

　今まで一度も広大がひとりで暮らすマンションには、行ったことがないのに。

「いいに決まってるだろ？　……今まで呼ばなかったのは、部屋にふたりっきりになったら襲わない自信がなかったから。でも、もう我慢はしないから。まだ足りないから帰ったらたくさん抱かせて」

　た、たくさん抱かせてって……！　昨夜も数え切れないほどしたよね？　好きな人に求められることは嫌じゃないけれど、でも明日は仕事。昨夜のように抱かれたら仕事にならない。

「えっと、その……明日は早番だから、お手柔らかにお願いします」

　そう言うと広大は顔をクシャッとさせた。

「わかったよ」

　最後にもう一度強く抱きしめられた。

　この先の未来もこうしてそばにいて、新たな夢を見つけてふたりで叶えていけますように……。






　数年後――。

「ママ、見てー！　僕、飛行機に乗ってる！」

　座席につくと、四歳になる息子の拡ひろむは興奮した様子で目を輝かせる。可愛い反応をうれしく思いながら、他の乗客の目が気になり、人差し指を立てた。

「拡、パパと約束したことをちゃんと覚えてる？」

　すると拡はハッとし、両手で口を覆った。

「覚えてる。飛行機の中では静かにすること」

「ん、えらいね」

　優しく頭を撫でると、拡は私にギュッと抱き着いてきた。

　小さな身体が愛しくてたまらない。

　乗客全員の搭乗が完了し、搭乗口のドアが閉まると、機内アナウンスが流れだす。

『皆様こんにちは。この便の機長、登坂でございます』

　広大の声が聞こえてくると、拡は約束通り大きな声を出すことなく「パパだー！」と声を潜めて、私に訴えてくる。

「そうだよ、パパだよ」

　広大はつい先日、機長に昇格した。今日が機長としての初フライトだ。

　副操縦士として初めて国際線の乗務についた際も、私を空に連れていってくれた。

　機長になり初めての乗務では、私とふたりの宝物、拡を空に連れていってくれる。

『現在、出発便、到着便で滑走路は大変混雑しております。飛行機はターミナルを離れ、滑走路に向かっておりますが、離陸まであと二十分ほどかかる見込みでございます。お急ぎのところ誠に申し訳ございません。今しばらくお待ちください。Ladies and Gentlemen ……』

　何度聞いても広大の機内アナウンスは聞き入ってしまう。

「ママ、いよいよだね」

　離陸のアナウンスが入ると、これが初めての搭乗となる拡は私の手をギュッと握りしめた。

　拡にも、空に飛び立つ時のなんともいえない高揚感の虜になってほしいな。

「大丈夫、ママが隣にいるでしょ？　……それに操縦しているのは拡のパパよ？　私たちを安全に空に連れていってくれるよ」

「……うん！」

　一気に加速していくと、背中がシートにグッと吸い込まれる。やがて、ふわりと浮き上がる感覚に拡は「おぉっ！」と可愛い反応を見せた。

　それは昔、初めて飛行機に乗った広大と同じ反応で笑ってしまった。

　次第に真っ白の雲を抜けると、澄み渡る青空が広がる。太陽が照りつけ、私は今、大好きな広大と拡と共に、一番空に近い場所にきている。

「綺麗……」

「うん、きれいだね、ママ！」

　拡と初めてのフライトで見た青空を目に焼きつけた。

















番外編　『抗えない欲望　広大ＳＩＤＥ』












　国際線にも乗務するようになり、三ヵ月が過ぎた。

　八村機長と共に、ヒースロー空港発羽田行きの便に乗務し、無事に着陸後、ゲートに向かっていく。マーシャラーの旗の信号に従って機体の向きを調整し、最後に大きく両腕を上げたマーシャラーの前で、機体をピタリと停止させた。

　飛行機のエンジンを止めると、やっと緊張感から解放された。

「お疲れ。だいぶ腕を上げたな」

「そんな、まだまだです」

　八村機長の操縦レベルには、到底追いつけない。

　飛行日誌を記入し、八村機長とフライトの確認を行っていく。そして整備担当者に機体の状態を連絡して、八村機長と共にパイロットケースを引っ張りながら降機した。

「いやー、無事に戻ってこられてよかった！　登坂、女の子連れて飲みにいかないか？」

　コックピットの中では尊敬できて頼りになる上司だが、一歩機体から降りると、理想の上司像がガラガラと崩れる。

「お断りします。絶対に行きませんよ」

　淡々と言い、足早に空港内を進んでいく。

「なんだよ、つれないなぁ。……あ、さてはこれから優奈ちゃんに会うんだろ？」

「そうですよ。優奈がいるのに、他の女と飲みに行くはずないじゃないですか」

　きっぱりと断ると、八村機長は深いため息を吐いた。

「お前、本当に完璧すぎるだろ。見た目もいい、仕事もデキる。おまけに好きな女に一途とか。……登坂、実は人間じゃなくてサイボーグなんじゃないか？」

　疑いめいた目を向ける八村機長に、こっちがため息を漏らしたくなる。

「なにをバカなことを言ってるんですか。ひとりを愛するのは普通のことですよ？　いい加減、八村機長もそういう相手を見つけたらどうですか？」

「出会えるものなら出会いたいね。どこにいるんだろ、俺の運命の相手は」

「意外と近くにいるかもしれませんよ？」

　なんて適当に流しながら、自然と進む足は速くなる。

　優奈は今日休みで、渡した合鍵を使って俺の家で待ってくれている。八村機長には申し訳ないが、早く帰りたくてたまらない。

「ん？　おい登坂、着替えていかないのか？」

　八村機長は『関係者以外立ち入り禁止』と書かれたドアの前で立ち止まり、俺を呼び止める。

「はい、今日はこのまま帰ります。お疲れ様でした」

　挨拶もそこそこに、八村機長に呆れられながら「お疲れ」と言われ、急いで空港を後にした。






　マンションの駐車場に車を停め、はやる気持ちを抑えて自宅へと急ぐ。鍵は持っているが、敢えてインターホンを鳴らすと、すぐにドアが開かれた。

「おかえりなさい、広大」

「ただいま」

　料理を作ってくれていたようで、エプロン姿で出迎えられ目を見張る。

　疲れて帰ってきたら、優奈がエプロン姿で出迎えてくれるとか、最高の褒美だ。

「広大？　どうしたの？　入らないの？」

「あ、あぁ。悪い」

　家に入ると優奈は「ちょうどご飯ができたところだから、早く着替えてきてね」なんて言う。

　まるで夫婦のようなやり取りに、なんとも言えない気持ちになる。

　会うのは一週間ぶり。できるなら今すぐ欲望のまま抱きたいところだけどグッとこらえる。

「わかった」

　返事をして寝室に向かい、着替えをしながら一度正直な身体を落ち着かせた。

　プロポーズした日に数年ぶりに優奈と肌を重ね合わせ、それからタカが外れたように彼女を求めてばかり。

　理性を働かせようとしても、優奈に会うと正常に働かなくなる。そばにいると触れたくなり、俺が贈った指輪を左手薬指にはめているのを見ると、たまらなくなる。

「まるでセックスを覚えたての高校生みたいだな」

　乾いた笑い声が漏れる。

　ずっと触れずにいられたのに、一度触れると止まらなくなる。

　優奈が作ってくれた料理は、お世辞抜きにどれもおいしかった。最近、休日にはよく母親に料理を教わっていると照れくさそうに話され、彼女と結婚するという未来が現実感を増す。

　以前、彼女に『いつから私のこと、好きだったの？』と聞かれたことがあった。今でもたしかな時期は思い出せない。物心つく頃から隣にいるのが当たり前で、気づいたら好きになっていた。

　正直にそう伝えたけれど、優奈は不満だったようで『ふ～ん』と言いながら唇を尖らせた。

　だけどこればかりは本当に思い出せないのだから仕方がない。でもきっと優奈より俺のほうが先に好きになっていたと思う。

　そんな彼女と結婚することをずっと夢みてきた。その夢があと少しで叶おうとしている。

　結婚後もお互い仕事を続けるし、すれ違いの日々かもしれない。それでも家に帰れば彼女の痕跡が残っていて、これまでより長い時間を一緒に過ごせるのはうれしい。

「広大の好きなハンバーグも今、勉強中なんだ。今度作るから楽しみにしててね」

　満面の笑みで言う優奈に、心臓を鷲掴みにされた。

　帰ったら優奈が家にいて、ご飯を作ってくれて、一日中一緒にいられる。こんな極上に幸せな日々が日常に変わる日など訪れるのだろうか。

　俺の部屋に優奈の私物が増えてきた。それはこうしてよく彼女が泊まっていくから。

　お互い入浴を済ませベッドに潜り込むと、我慢できずに俺はすぐ優奈の身体に触れた。

「あっ……広大」

　声を出すのが恥ずかしいのか、必死に俺の愛撫に耐える姿が愛しい。

　いつも優奈には優しくしたいのに、こういう時だけはイジワルしたくなる。

　十分潤ったそこに指を沈め、わざと音を立ててかき回すと、優奈の身体はビクビクと反応する。

　本当に可愛くてたまらない。

　もっといろいろな反応を見たくて、昂った自分のものにコンドームを被せ、必死に肩を上下させて呼吸を整えている優奈の身体に触れた。

「今日はこっち」

「えっ？」

　彼女の身体を動かしてうつ伏せにする。きれいな背中を指で辿りながら優奈の腰を持ち上げ、潤っている場所にあてがう。

「んっ……」

　優奈が切ない声を漏らすと、我慢できず一気に押し込んだ。

「あぁっ！」

　最奥を突くと腕の力が抜け、優奈はベッドに額をつけた。少しだけ離れてしまった隙間さえもどかしくて、再び彼女の腰を持ち上げ、隙間を埋めるように入り込んでいく。

　優奈の中は熱くて、ぎゅうぎゅうと締めつけてくるから、ジッとしていられなくなる。

　抜き差しをしながら、彼女の背骨を撫でると、優奈は苦しそうに俺を見た。

「広大っ、そんな強くしないで。……おかしくなりそう」

　潤んだ目で言われた言葉に、ゾクッと身体が震える。

　彼女の身体に覆い被さり、耳を食めばまた甘い声を漏らす。

「いいよ、おかしくなって」

　もっと乱れた優奈が見たい。

　断続的に何度も腰を揺らし、優奈が一番感じるところを探っていく。

　腕を回して尖った胸の先端を撫でると、さらにきつく締めつけられる。もっと優奈を気持ちよくさせたいのに、先に自分が果ててしまいそうだ。

「優奈っ」

　彼女の頬に手を当てて唇を求める。必死に応える優奈が愛しくて限界に達した。

　強く何度も腰を打ちつけ、欲望をすべて優奈の中に出した。

　呼吸を整えながら彼女の背中にキスを落としていく。そのたびに優奈は小刻みに身体を震わせた。

　できるならずっとひとつになっていたい。

　そう思うともっと優奈の中にいたくて、自分のものが大きくなっていく。それを優奈も感じ、「やぁっ」と声を上げた。

「もう、広大少し休ませて」

　涙声で訴える優奈に、ますます興奮する。

「俺だって休ませてやりたいけど、優奈が俺のをしめつけて抜かせてくれないんだろ？」

「そんなっ……！」

　だけどずっと優奈の中にいるわけにはいかない。一度抜き、素早くコンドームを付け替えて、それから何度も優奈を求めてしまった。






「優奈、今日こそは一緒に風呂に入ろう」

「絶対嫌！」

　結局あれから三回優奈を抱いてしまった。ベッドに横たわり必死に呼吸を整えている彼女の身体には、俺が印した赤い痕が広がっている。

「身体に力が入らないんだろ？　浴槽まで連れていってやるし、身体も俺が洗うよ」

「大丈夫！」

　優奈の身体ならもう隅々まで見ているというのに、なぜか風呂に一緒に入るのを拒まれている。

「昔は何度も入ったじゃん」

「それは子供の頃でしょ？　……今は大人だから」

　なんて言いながら起き上がった優奈だが、やはり身体に力が入らないようでベッドに逆戻り。

「素直に甘えろ」

　有無を言わさず彼女の身体を抱き上げて浴室へと向かった。

　もちろん風呂の中でも我慢できず彼女を抱いたことは、言うまでもない。

　好きだからこそこの欲望には、きっと一生抗えそうにもない。

　浴室に響く優奈の可愛い声を聞きながらそう思った。
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